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はじめに 

片瀬・江の島まちづくり協議会（片瀬地区郷土づくり推進会議の通称）は，藤沢市郷土

づくり推進会議設置要綱（平成 25年 4月 1日施行）及び片瀬地区郷土づくり推進会議運営

要領（平成 25年 4月 1日施行）に基づき市が設置する会議体として新たに位置づけられた

組織で，その役割には，地域の意見を集約しながら地域の課題を把握し課題解決に向けた

方向性を検討することや，その検討結果により市への提案・提言等や地域の特性を活かし

た事業の企画・実施をすることにあります。 

本書は，まちづくりの根幹となる市民参加制度が地域経営会議から郷土づくり推進会議

に変わってから 2 年目となる平成 26 年度（2014 年 4 月～2015 年 3 月）において，片瀬地

区のまちづくりを進めてきた片瀬・江の島まちづくり協議会の活動をまとめたものです。 

 

１．協議会全体の活動について 

片瀬・江の島まちづくり協議会は，片瀬地区自治町内会連絡協議会等の片瀬地区で活動

する地域団体等から選出された委員 16人と公募委員 10人により構成しています。 

会を円滑に運営するために，委員全員が出席する全体会，役員が出席する役員会，まち

づくり事業や地域課題の検討を具体的に検討する部会の会議を必要に応じて各々開催して

きました。 

その中で，運営の柱となる役員会の役員は，各部会長を基本に互選し構成いたしました。

具体的には，議長（片瀬・江の島まちづくり協議会では「会長」という。）については，全

体を代表することから部会長からではなく，片瀬地区自治町内会連絡協議会からの選出委

員を充て，副議長（片瀬・江の島まちづくり協議会では「副会長」という。）の役に 7つの

部会から部会長が就任することとしました。これは，まちづくり事業を担っている部会の

リーダーが役員となることで，事業との連携がスムーズにとれ，かつ，各事業や地域での

活動実践の視点から本音で議論・検討を進められる体制として，これまでの経験から採用

してきたもので，役員会で内容を深めた検討を行い，全体会へ提案する議論のたたき台と

していくことにより，結果充実した活動につながっているものと考えています。 

 

平成 26年度に開催した全体会等の会議の開催状況や議題は，次のとおりです。 

 

■準備会（1回） 

  4月 07日（月）19:40～20:20，ホール，委員 23人・事務局 7人出席 

(1)委員自己紹介 (2)平成 26 年度活動計画について (3)役員及び部会長の互選に

ついて (4)新役員挨拶 (5)今後の日程について 
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■全体会（12回，延べ 335出席，会場:第 1談話室） 

委
員

傍
聴

事
務
局

合
計

計画
地区
集会

広
報
紙

地域
課題

その他

1 4月14日（月） 18:30～20:20 20 1 8 29 企画 企画 企画

2 5月15日（木） 18:30～20:10 22 7 29

3 6月19日（木） 18:30～20:58 25 8 33 予算 評価 検討

4 7月17日（木） 14:30～16:56 20 7 27 企画

5 8月22日（金） 18:30～20:30 16 7 23

6 9月10日（水） 18:30～19:50 20 8 28 企画 ふれあいまつり出展

7 10月16日（木） 14:30～16:30 19 3 6 28 評価

8 11月21日（金） 18:30～20:15 23 7 30 企画

9 12月19日（金） 14:30～16:55 18 7 25

10 1月23日（金） 14:30～16:20 19 7 26 計画

11 2月12日（木） 18:30～20:12 21 7 28 企画

12 3月19日（木） 14:30～16:30 19 2 8 29 評価

242 6 87 335

回 日時

出席人数（人） 議題

合計
 

 

■役員会（12回，延べ 127人出席，会場:第 2談話室） 

委
員

オ

ブ

ザ
ー

バ

ー
事
務
局

合
計

計画
地区
集会

広
報
紙

地域
課題

その他

1 4月11日（金） 18:30～20:30 8 3 11 企画 企画 企画

2 5月7日（水） 18:30～20:30 8 3 11 委員研修会

3 6月11日（水） 18:30～20:30 8 3 11 予算 評価 企画 検討

4 7月9日（水） 18:00～20:00 7 3 10 企画

5 8月8日（金） 18:00～20:00 7 3 10

6 9月2日（火） 18:00～20:00 8 3 11 企画 ふれあいまつり出展

7 10月8日（水） 18:30～20:30 7 3 10 評価

8 11月12日（水） 18:30～20:30 8 3 11 企画

9 12月10日（水） 18:30～20:30 7 3 10

10 1月14日（水） 18:30～20:30 8 3 11 計画

11 2月5日（木） 18:30～20:30 8 3 11 企画

12 3月11日（水） 18:30～20:30 7 3 10 評価

91 0 36 127

回 日時

出席人数（人） 議題

合計
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 地区集会については，片瀬・江の島まちづくり協議会の活動を周知し意見をいただく機

会としてはもちろんのこと，地域の課題を集約できる貴重な場と捉えています。地区集会

を早いタイミングで開催して新年度の計画を早期に周知すべきだったというこれまでの反

省から，平成 26年度計画を説明し意見交換する場として，第 1回地区集会を 5月に開催し

ました。 

また，地区集会の持ち方については，これまでも地域の課題や意見が出やすくする工夫

についての検討を重ねており，ひとつには，関心のある個別のテーマを取り上げ，その分

野の専門家や市担当部課の職員等をオブザーバーとして招へいするなど，知識や議論を深

めていけるような内容とし，さらに，少人数制の分科会的な要素もあれば，なお発言がし

やすくなるものと期待し，導入していくこととしました。 

そこで，平成 26 年度の地区集会については，ワークショップ方式を用い，タイムリーな

地域課題等をテーマに取り上げ，参加しやすさを考慮した内容で開催いたしました。（※詳

細は，５．まちづくり地区集会について を参照） 

 また，そこでいただいた意見や提案，新たな課題については，しっかりと受けとめ，ま

ちづくり通信等でその内容をお知らせするとともに，地区集会のワークショップ等で継続

して意見等の掘り下げや課題の解決に向けた検討をしてきました。今後も，この地区集会

等の機会や様々なメディアを利用した，地域課題の集約と意見のキャッチボールが大切で

あると認識しています。 

■地区集会（3回） 

 05月 31日（土）10:00～12:00，ホール，市民 21人・委員 20人・事務局 6人 

 (1)平成 26年度片瀬・江の島地域まちづくりの組織と活動計画について 

 (2)片瀬地区地域団体の活動について 

  9月 21日（日）13:30～15:30，ホール・第 1～3談話室，市民 50人・オブザーバー8 人・

委員 19 人・事務局 8人 

 (1)報告～まちづくり Now!（まちづくり活動トピック） 

 (2)テーマ別ワークショップ（Ａ：こんな公民館になるといいな！～公民館に期待す

ること，Ｂ：こんな交流スペースがあるといいな！～片瀬地区ボランティアセンタ

ーの充実に向けて①子育てのグループ②おとなのグループ，Ｃ：こんな空き家・廃

屋に困っています！～地域の廃屋対策） 

  2月 28日（土）13:00～15:35，ホール・第 1～3談話室，市民 30人・オブザーバー8 人・

委員 21 人・事務局 8人 

 (1)テーマ別ワークショップ（Ａ：ポイ捨てなくそう！きれいなまちに作戦会議～み

んなの知恵とチカラから，Ｂ：片瀬公民館の「いいね」！作戦会議～参加してみた

い講座・事業を企画しよう，Ｃ：まちの空き家・廃屋対策！作戦会議～「対策集を

つくろう！」地域の連携でできること） 

 (2)まちづくり事業・地域課題の取り組み状況及び今後の展開について 
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 片瀬・江の島まちづくり協議会の活動としては，市理事者との意見交換や市担当部課の

職員等との意見交換も，市の考え方を知るとともに当協議会の考え方や地域の意見・課題

等実情を伝えていけるとても大切な場と考えています。平成 26年度については，次のとお

り意見交換の場を持ちました。 

■市理事者との意見交換会（2回） 

 04 月 07 日（月）18:30～19:30，ホール，委員 23 人・市側 3 人（市長・企画政策部長・

市民自治部長）・事務局 7人 

(1)市政運営の総合指針 2016について (2)市民参加によるまちづくりのしくみと役

割・方向性について 

 03 月 24 日（火）11:30～13:30，ホール，片瀬地区ボランティアセンター従事者 39 人・

委員 1 人・市側 10 人（市長，石井副市長，市民自治部長，市民自治推進課 4 人，

福祉総務課 1 人，高齢者支援課 1 人，健康増進課 1 人）・関係団体 11 人（市社協 1

人，市保健医療財団 1 人，鵠生園 2 人，片瀬地区地域包括支援センター4 人，片瀬

地区人材情報バンクセンター3人）・事務局 3人 

片瀬地区ボランティアセンター従事者交流会 

(1)市長との全体意見交換 (2)市長を交えてのグループトーク 

 

■市担当部課職員との意見交換会（1回） 

 07月 17日（木）14:30～15:17，第 1談話室，委員 20人・市側 2人・事務局 7人 

 「藤沢市公共施設再整備プラン」素案の説明及び意見交換について（企画政策課） 

 

 また，平成 26 年度は公募委員・団体選出委員とも新任の委員が多数いたため，まちづく

りの制度や事業等活動についての研修を受ける機会を設けました。 

この研修の趣旨としては，これまでの活動経緯の理解と新任委員同士の交流の 2 点に絞

って実施し，特に意見交流に時間を置けたことは有意義でした。新任委員は所属部会を選

ぶため，事務局ができる限りヒアリングの時間をとり，ひととおりの説明や意向確認をし

てきましたが，個々に行うため，短い時間での説明となり，また，意見等も十分共有でき

ずにいたのが現状でした。この研修のように，委員同士がお互いに知り合い，理解を共有

することから一体感を持つことのできる機会は，これからの活動に向けた動機や熱意の源

ともなり，非常に重要であったと認識しています。 

■委員研修会（1回） 

  4月 26日（土） 9:30～11:40，第 2談話室，新任委員 7人・他委員 2人・オブザーバー

2人・事務局 3人 

(1)まちづくりの組織と事業の変遷について (2)まちづくり協議会のあり方につい

て (3)今後の活動について (4)意見交換 
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２．各部会の活動について 

 平成 25 年度におけるまちづくりの組織と事業の整理により，平成 26 年度のまちづくり

事業はこれまでの 15 事業から 13 事業とし，事業を担う部会については 7 部会の構成によ

り，部会を開催してまちづくり事業の推進や地域課題の検討等の活動を行ってきました。 

まちづくり事業の推進等の活動状況については「３．まちづくり事業について」に，地

域課題の検討状況については「４．地域課題の検討について」に，それぞれまとめて記載

し，ここでは各部会の会議の開催状況について述べます。 

 

(1)人材・情報バンクセンター運営委員会 

＜担当事業＞   片瀬地区人材・情報バンクセンター事業 

＜会議開催状況＞ 11回 延べ 136人出席 

委
員

協
力
員

コ

ー

デ
ィ

ネ

ー

タ

事
務
局

合
計

計画
広
報
紙

講
演
会

その他

1 4月17日(木) 18:30～20:10 4 1 3 3 11 26年度 春号 企画 登録更新，登録用紙

2 5月13日(火) 18:30～20:00 4 1 3 4 12 登録更新作業，ヒヤリング用紙

3 6月10日(火) 18:30～20:30 4 2 4 10 ヒヤリング用紙

4 8月4日(月) 18:30～20:00 5 1 2 4 12

5 9月1日(月) 18:30～19:10 5 1 2 4 12 新任コーディネータ研修等

6 10月9日(木) 18:30～20:00 5 1 5 3 14 秋号

7 11月13日(木) 18:30～20:15 5 1 5 4 15 冬号 コーディネータの今後の活動

8 12月16日(火) 18:30～20:15 4 2 3 3 12 振り返り

9 1月19日(月) 18:30～20:30 5 1 4 4 14 事業方針 春号

10 2月17日(火) 18:30～20:30 5 2 2 3 12

11 3月16日(月) 18:30～20:20 4 2 3 3 12

50 13 34 39 136

回 日時

出席人数（人） 議題

合計 【特記事項】コーディネータの更新  

 

(2)地域福祉推進部会 

＜担当事業＞   ボランティアセンター事業，まちかど相談事業 

＜担当地域課題＞ 地域の居場所あり方検討課題，より身近な高齢者相談窓口検討課題，

生活支援ボランティア推進課題，ひとり暮らし高齢者・障がい児者見

守り課題，高齢者等移動手段検討課題 

＜会議開催状況＞ 8回 延べ 62人出席 

委
員

協
力
員

事
務
局

合
計

計画 事業・地域課題等 その他

1 5月8日(木) 15:00～17:00 6 3 9 体制・進め方 事業と課題の整理

2 5月26日(月) 13:30～15:30 6 2 8 地域での検討状況

回 日時

出席人数（人） 議題
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委
員

協
力
員

事
務
局

合
計

計画 事業・地域課題等 その他

3 7月2日(水) 15:30～17:15 5 2 7 今後の活動 地域福祉活動の把握

4 8月4日(月) 15:30～17:00 6 3 9 活動者交流会企画

5 9月2日(火) 15:30～17:00 6 2 8 地区集会

6 10月17日(金) 15:30～17:00 4 2 6 交流スペース

7 11月28日(金) 13:00～15:00 6 3 9 福祉のまちづくり意見交換会 地域ケア会議

8 1月14日(水) 15:30～17:00 4 2 6 今年度のまとめ 各事業の今後の方向性

43 0 19 62合計

回 日時

出席人数（人） 議題

 

 

(3)青少年健全育成部会 

＜担当事業＞   青少年居場所事業，小学生夏休みふれあい事業，青少年ボランティア

活動支援事業 

＜担当地域課題＞ （暫定取り扱い）小学生の居場所課題 

＜会議開催状況＞ 7回 延べ 49人出席 

青少年
居場所

青少年ボ

ランティア

活動支援

小学生夏

休みふれ

あい

1 4月7日(月) 8:20～8:30 5 2 7 体制 企画

2 5月26日(月) 10:00～12:00 4 3 2 9 協力員 竹灯籠 企画

3 6月23日(月) 15:00～17:00 3 1 2 6 予算 ふれあいまつり出展企画

4 8月13日(水) 10:00～12:00 3 1 1 5

5 10月15日(火) 14:00～16:00 4 2 1 7 振り返り 小学生の居場所課題検討

6 1月21日(水) 9:00～12:00 2 2 1 5 総括・計画

7 3月17日(火) 19:00～20:30 5 4 1 10 総括・計画

26 13 10 49合計

委
員

協
力

員

事
務

局

合
計

計画

事業

その他
回 日時

出席人数（人） 議題

 

 

(4)公民館活用部会 

＜担当事業＞   公民館活用事業 

＜会議開催状況＞ 9回 延べ 60人出席 

委
員

協
力
員

事
務
局

合
計

計画 提言 課題 その他

1 4月30日(水) 10:00～12:00 5 2 7 体制・進め方 活動の内容，会議の頻度

2 5月23日(金) 13:00～15:00 6 1 7 施設改修の活動手法
・駐車場利用
・利用者の声の把握
・新課題の提起と検討

3 6月25日(金) 16:00～18:00 6 1 2 9 公民館の施設見学

4 8月13日(水) 17:00～19:30 4 2 6

・利用者の声の把握
・ふれあいルームの被
害対策
新課題の提起と検討

回 日時

出席人数（人） 議題
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委
員

協
力
員

事
務
局

合
計

計画 提言 課題 その他

5 10月2日(木) 15:30～17:30 5 1 6

・ふれあいルームの被
害対策
・ピアノ調律問題
・少人数グループの利
用制限問題
・コマ割りの問題

地区集会の意見整理等

6 11月10日(月) 10:00～12:00 6 1 2 9
・前回からの継続課題
の進捗
・新課題の確認検討

地区集会意見の対応確認

7 12月15日(月) 13:00～17:00 5 1 6 公民館の施設見学

8 1月19日(月) 10:00～12:00 5 2 7 新たな課題の検討 ワークショップの進め方

9 3月11日(水) 10:00～11:00 2 1 3 ワークショップのまとめ

44 2 14 60合計

回 日時

出席人数（人） 議題

 
 

(5)まちづくり推進部会 

＜担当事業＞   まちかどミニベンチ設置事業，生活道路の安全向上対策事業，緑と花

いっぱい推進活動事業 

＜会議開催状況＞ 8回 延べ 80人出席 

生活道路安全
向上対策

緑と花いっぱ
い推進活動

まちかどミニベ
ンチ設置

1 5月12日（月） 14:00～16:00 8 3 11 体制・進め方

2 6月16日（月） 14:00～16:00 8 1 3 12

3 7月14日（月） 10:00～11:35 8 3 11

4 9月1日（月） 14:00～15:50 6 3 9

5 10月9日（木） 10:00～11:30 5 1 3 9

6 11月5日（水） 10:00～11:00 4 2 6

7 1月19日（月） 14:00～15:00 8 1 3 12

8 2月10日（火） 10:00～10:30 7 1 2 10

54 4 22 80合計

事業
委
員

協
力

員

事
務

局

合
計

計画
回 日時

出席人数（人） 議題

 

 

(6)郷土文化推進部会 

＜担当事業＞   民俗文化財等継承事業，江の島道の整備事業 

＜会議開催状況＞ 6回 延べ 40人出席 

江の島道の整
備

民俗文化財等
継承事業

その他

1 5月13日（火） 14:00～16:00 4 2 1 7 体制・進め方

2 6月10日（火） 14:00～16:00 4 3 2 9 ふれあいまつり

3 7月14日（月） 14:00～16:15 3 2 1 6

回 日時

出席人数（人） 議題

委
員

協
力

員

事
務

局

合
計

計画

事業
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江の島道の整
備

民俗文化財等
継承事業

その他

4 11月13日（木） 14:00～15:15 2 1 2 5

5 12月16日（火） 10:00～11:15 3 2 5 地区集会

6  2月　2日（月） 14:00～15:20 3 3 2 8 片瀬こま大会

19 11 10 40

計画

事業

合計

回 日時

出席人数（人） 議題

委
員

協
力

員

事
務

局

合
計

 

 

(7)地域広報部会 

＜担当事業＞   地域広報事業 

＜会議開催状況＞ 7回 延べ 41人出席 

ポータル
サイト

まちづくり
通信

地域情報の共有化
地域情報の効率的
発信

1 4月11日（金） 20:30～21:00 4 1 5 方針等

2 6月11日（水） 20:30～21:45 4 2 6 企画 広報紙の見える化 目的別整理の検討

3 7月14日（月） 18:30～20:20 4 2 6 計画

4 10月2日（木） 18:30～20:20 4 2 6 公民館事業

5 11月21日（金） 20:30～21:30 4 2 6 研修会 広報紙の見える化

6 2月5日（金） 20:45～21:15 4 2 6 振り返り

7 3月11日（水） 20:00～20:25 4 2 6

28 0 13 41合計

事業 課題
回 日時

出席人数（人） 議題

委
員

協
力

員

事
務

局

合
計

計画

公民館・地域団体情報の一元化

 

 

 

３．まちづくり事業について 

 平成 26 年度に計画したまちづくり事業，下記 13 事業の各々の内容や実施状況について

は，次頁から記載のとおりです。 

(1)片瀬地区人材･情報バンクセンター事業 (2)ボランティアセンター事業 

(3)まちかど相談事業   (4)青少年居場所事業 

(5)小学生夏休みふれあい事業  (6)青少年ボランティア活動支援事業 

(7)公民館活用事業   (8)まちかどミニベンチ設置事業 

(9)生活道路の安全向上対策事業  (10)緑と花いっぱい推進活動事業 

(11)民俗文化財等継承事業  (12)江の島道の整備事業 

(13)地域広報事業 



平成 26 年度片瀬・江の島まちづくり協議会活動報告書 
 

３．まちづくり事業について 

~ 9 ~ 
 

<<事業名>>  片瀬地区人材・情報バンクセンター事業 

 

<担当部会> 人材・情報バンクセンター運営委員会 

 

<事業の概要> 

地域で行われている様々な地域活動情報，人や団体の情報な

どを蓄える「人材・情報バンクセンター(通称：JJBC)」（平成

24 年３月開設）に専属のコーディネーター３人を配置し，地

域でボランティア活動をしたい・できる団体や人と，ボラン

ティアを求めている団体や人を「つなぐ」ことや，地域の情

報発信，新たな人材発掘など，地域の人材や情報の拠点として地域活動の推進

を図りました。 

 

<事業の実施状況> 

①地域の情報収集（関係づくり），登録者・情報の蓄積（バンク） 

  地域の様々な団体と積極的にコミュニケーションを図り，バンクセンター

のＰＲや外部との関係づくりや，地域の情報収集・登録団体の増加（情報の

バンク）に継続的に取り組みました。 

 【開設から平成 27年 3月 31日までの累計登録件数】 累計 126件 

・「できます」登録（ボランティアできるという団体・個人の登録） 

    団体：26件 福祉関係団体による高齢者の支援，障がい者の支援など 

    個人：51件 高齢者の生活支援，話し相手，庭木の手入れ，楽器演奏など 

 ・「おねがい」登録（ボランティアしてほしいという団体・個人の登録） 

    団体：49件 福祉施設，地域活動団体からのボランティア募集 

    個人： 0件  個人からのボランティア依頼に対するコーディネートは現段階 

            では対象としていない(ボランティア団体を紹介することはある) 

 ②相談対応，コーディネート 

  毎週火・木・金曜日の週 3 日(10 時～15 時)開所し，地域活動に関する相

談への対応，人と団体と情報とを結びつける業務（コーディネート）を進め

てきました。 

 【開設から平成 27年 3月 31日までの対応状況】 

  ・電話又は窓口への来所による相談対応 累計 176件 

    平成 26年度 45件（24年度 39件(10～3月)，25年度 92件） 

  ・上記のうち，コーディネート成立件数 累計 90件 

    平成 26年度 32件（24年度 17件(10～3月)，25年度 41件） 
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 ③地域情報の発信 

   広報紙の発行，ウェブサイトへの掲載等により，地域活動に関する情報

の発信に取り組んできました。 

 【情報発信の状況】 

  ・ボランティア通信「らぶらぶ片瀬」の発行：年 4回発行 

                 （片瀬地区の全約 8,000世帯へ各戸配付） 

  ・片瀬地区ポータルサイトの更新：随時 

（市民センターに事務局のある地域活動団体のページ・アップロードも併せて

行い，地域全体の情報を随時更新しました） 
 

 ④活動参加へのきっかけ作り 

   地域住民を対象とした講演会など，地域ボランティア活動へ参加しても

らうきっかけとなるイベントを実施しました。 

ボランティア講演会 

テーマ 「非専門家」がつくる住みよい地域 

～「ぷれジョブ」を通したボランティア活動～ 

日 時 9月 6日（土）10:00～12:00 片瀬市民センター2階ホール 

概 要 障がいのある若者が仕事を体験できる「ぷれジョブ藤沢」の運営

をされている浅野史郎さん（神奈川大学招聘教授，元宮城県知事）

を講師にお招きして，「非専門家」である地域の人々がボランテ

ィア活動に関わることで，地域力が上がり，より住みやすいまち

になるお話を具体的な活動から熱く語っていただきました。 

    参加者 43人 

 

<事業の評価・予算> 

  目標値 100件 → 実績値 126件 ※活動指標 24～26年度人材バンク登録件数累計 

  予算額 1,520,000円（委託料）→執行額 1,520,000円（執行率 100%） 

 

<事業の今後の方向性> 

 地域ボランティア活動をつなぐ(マッチングする)こと以外にも，地域活動・

公民館活動との連携を通じて様々な地域情報を集め，発信していきます。 

 「地域の人材」と出会い・話を聞き・コーディネートすること，「地域の情報」

を集めて発信し広く地域を知ってもらうこと，をポイントとして活動を進めて

まいります。 
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<<事業名>>  ボランティアセンター事業 

 

<担当部会> 地域福祉推進部会（片瀬地区ボランティアセンター運営委員会） 

 

<事業の概要> 

 人と人とのつながりを拡げ，支え合う地域の実現を図ることを目的に，片瀬・

江の島地域の福祉活動の拠点として，赤ちゃんからお年寄りまで誰もが気軽に

立ち寄れる居場所「片瀬地区ボランティアセンター（愛称 ひだまり片瀬）」（平

成 22年 1月開設）の充実に向けた取り組みを実施しました。 

 

<事業の実施状況> 

 ○「居場所・ひだまり」の実施 

  ＊誰でも気軽に立ち寄れる居場所として，毎週月曜日～金曜日の 10～15時に開催して

きました。（平成 26年度 230回，利用者延べ 4,253人・平均 18.4人/回） 

（開設からの累積開催 1,336回，利用者延べ 16,952人・平均 12.6人/回） 

 

 ○「かたせ・にこにこ広場」の実施 

  ＊幼児と保護者のフリースペースとして，毎月第 1を除く木曜日 10～15時に開催して

きました。(平成 26 年度 39回，利用者延べ 1,066人。内，絵本の読み聞かせ，歯科

衛生講座等イベント 7回，利用者延べ 249人） 

＊よちよち前までの赤ちゃんと保護者や妊婦さんも対象に，「ねんねの赤ちゃんの日」

（平成 25 年 5 月から開始）を毎月第 3 木曜日 10～11 時 30 分に開催しました。（平

成 26年度 12回，利用者延べ 346人) 

  ＊「出張にこにこ広場」として，片瀬中学校や西浜公園などに出向き，新たなふれあ

いスペースの創出に取り組んできました。（平成 26年度 4回，利用者延べ 50人） 

    

○機関紙「ひだまり片瀬通信」の発行について ※平成 25年度～ 

  ＊平成 26年度春号(4月 10 号)，夏号(7月 10日号) 及び春号(3月 10日号)では，にこ

にこ広場等各種事業やミニ講座の予定などについてご紹介してきました。 

 

○「地域の縁側（交流スペース）モデル事業」について 

  ＊平成 26年 10月 1日に，住民同士のつながりや絆を大切にしながら人の和を広げ，互

いの暮らしを協力して支え合う仕組みとして「地域の縁側」モデル事業がスタートし，

片瀬地区ボランティアセンターがこの事業のモデルのひとつとして指定されました。

この指定に伴い，ＡＥＤが設置されたほか，「いきいきパートナー事業」の受入施設
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としても認定され，見守りボランティアのスタッフに対してポイントが付与されるな

ど，一層の充実を図ることができました。 

 

<事業の評価・予算> 

  目標値 2,000人 → 平成 26年度実績値 4,253人 

※活動指標 居場所ひだまり利用者数（年間） 

  予算 まちづくり事業 0円 

※市からの地区ボランティアセンター運営費助成金で運営 

 

<事業の今後の方向性> 

 ○今後も継続して事業に取り組み，赤ちゃんから高齢者までが気軽にふれあ

える居場所づくりを進めていきます。また，高齢者がさらに利用しやすく

なるよう，様々な工夫を検討してまいります。 

 

      
高齢者相談ミニ講座でのミニ体操の様子      ねんねの赤ちゃん，ママと一緒にお遊び♪ 

 

 

 

  

        

           

 
平成 26 年度片瀬地区ボランティアセンター 

運営委員会 日程 

第１回：２０１４年（平成２６年）  ５月２６日（月） 

第２回：２０１４年（平成２６年）  ７月２８日（月） 

第３回：２０１４年（平成２６年） １１月１０日（月） 

第４回：２０１５年（平成２７年）  ２月 ９日（月） 
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<<事業名>>  まちかど相談事業 

 

<担当部会> 地域福祉推進部会（片瀬地区ボランティアセンター運営委員会） 

        

<事業の概要> 

 子育て・思春期・老後・介護などに関する相談を行政窓口より身近な地域の

居場所を活用し，地域包括支援センター・在宅介護支援センター・地域ボラン

ティア・専門資格を持つ臨床心理士等の連携によって実施しました。 
 

<事業の実施状況> 

○活 動 場 所 ･･･＊ 片瀬地区ボランティアセンター「ひだまり片瀬」 

 ○子育て相談 ･･･＊ 第 1 除く木曜日，臨床心理士による乳幼児から思春期

までの子育てに関する相談を実施しました。 

（平成 26年度相談件数 107件） 

 ○高齢者相談 ･･･＊ 毎週水曜日，鵠生園在宅介護支援センター，藤沢市片

瀬地域包括支援センターの相談員による介護保険制度

や日常生活・健康などに関する相談を実施しました。 

   （平成 26年度相談件数 54件） 

              ＊ 毎月第３水曜日には，上記相談事業に併せて，鵠生園

在宅介護支援センター，藤沢市片瀬地域包括支援セン

ターの相談員による介護保険制度や人生のエンディン

グについての話など様々な内容のミニ講座を実施しま

した。（平成 26年度参加者 98人） 

 ○成年後見相談･･･＊ 毎月第 2 月曜日，社会福祉士により，判断力に難しさ

がある方についての相談を実施しました。 

   （平成 26年度相談件数 10件） 
 

<事業の評価・予算> 

  年間目標相談件数 100件 → 実績件数 171件 

  予算額 196,000円(補助金)→ 執行額 196,000円・執行率 100% 
   主な内訳：臨床心理士(子育て相談員)への謝礼等 
 

<事業の今後の方向性> 

 ○今後も身近な相談場所として多くの方々に利用してもらえるようＰＲを行

うとともに，継続して事業を進めていきます。 
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<<事業名>>  青少年居場所事業 

 

<担当部会> 青少年健全育成部会（片瀬地区青少年居場所事業運営委員会） 

 

<事業の概要> 

青少年サポーター養成講座を受講したサポーターが，片瀬しおさいセンター（片瀬

公民館分館）のふれあいルーム（オープンスペース）に立ち寄る青少年への見守り・

声かけを通しながら思春期の青少年と関わる居場所事業を実施し，次世代育成と地

域コミュニティづくりを進めてきました。 

 

<事業の実施状況> 

実施日時について，毎週金曜日だったものを６月から隔週水曜日及び金曜日

の 17:30～21:30に変更しました。また，長期休暇（夏休みや冬休みなど）時期

は，青少年の利用が多く利用時間も長いため，利用マナーの問題が多く発生し

てきたことから，８月については，19：30～21：30（２時間）に時間を短縮す

るとともに週２回(水・金）へ回数を増やしました。（現在は，週１回の隔週水・

金曜日） 

◎イベント企画 12月 24日，3月 13日 

 青少年サポーターと遊ぼう（ダーツ・

オセロ・小物作り） 

◎10月 25・26日 ふれあいまつり（居

場所事業紹介パネル作成展示） 

◎2 月 18 日 青少年サポーター養成講

座 
 
 
<事業の評価・予算> 

目標値 48回 → 実績値 58回 

※活動指標 居場所開催回数（年間） 

予算額 408,000円（謝礼）→ 

執行額 408,000円 執行率 100% 
 
 
<事業の今後の方向性> 

今後も青少年を見守り，声かけや相談

に乗るなどコミュニケーションを図り

ます。 
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<<事業名>>  小学生夏休みふれあい事業 

 

<担当部会> 青少年健全育成部会  

 

<事業の概要> 

夏休みの期間，片瀬しおさいセンター（片瀬公民館分館）ふれあいルームを利用す

る地域の小学生を対象に，ゲームを取り入れた学習を行うとともに，自習室を開放し

大学生等が見守りを含めて宿題や勉強等を支援するふれあい事業を実施しました。

（平成 26 年度は試行実施） 

 

<事業の実施状況> 

実施日 2014年 8月 29日（金）と 30日（土） 

  午前 9時 30分～正午 

対象 小学生３年生～６年生 

内容 夏休み☆おもしろ塾 

一日目 「ことば」をめぐるいろんなゲーム 

二日目 勉強大冒険 百マス計算・生物図

鑑・漢字パラダイス・頭の体操ほか 

※ゲームを取り入れ，みんなで協力しながら

答えを考えていく学習内容。 

   自習室開放  

実施日 2014年 8月 29日（金）と 30日（土） 

午後１時 30分～4時 

※地域の大学生などが見守りを含め，宿題や

勉強を支援。 
 
<事業の評価・予算> ※26年度は試行実施（郷土づくり推進会議費） 

 目標値 25人 → 実績値 25人 

※活動指標 参加人数 

 予算額円（謝礼等）→ 執行額 35,509円  

執行率 100% 
 
<事業の今後の方向性> 

試行の結果，地域が見守りながら学習に関

わることで，学力向上の一助となり，自学自

習の意欲を育てることもできたので，今後も継続して実施します。 
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<<事業名>>  青少年ボランティア活動支援事業 

 
<担当部会> 青少年健全育成部会 

 

<事業の概要> 

社会貢献を通して喜びを感じられたり，地域の方との絆を深めていく機会が

あることで青少年の成長を促すことを目的に，地域で実施されるイベント等事

業の主催者等と調整し，地元青少年のためにボランティア活動の場を提供しま

した。 

 

<事業の実施状況> 

○8月 2日龍の口竹灯籠のボランティアスタッフとして活動 

片瀬中学校の生徒さんや地元高校生など 15人が，ボランティアとして活躍し

ていただくことができました。地元のお手伝いの方々と一緒に，竹磨き・設置・

ろうそく点火など行い，工夫して並べられた竹灯籠が大変好評でした。 
 
 
<事業の評価・予算> 

目標値 1回 → 実績値 1回 ※活動指標 提供できた活動・イベント数 

予算 なし 
 
 
<事業の今後の方向性> 

今後も青少年ボランティアスタッフの募集や地域のイベント情報の収集など

を実施していきます。 

 

たけとうろう 
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<<事業名>>  公民館活用事業 

 

<担当部会> 公民館活用部会 

 

<事業の概要> 

公民館の運営・事業は，平成 26年度に市民による運営委員会から市非常勤職

員の実施に移行しました。それに伴い，市設置の公民館評議員会が公民館の運

営・事業について意見や評価等を行うことに対して，当事業では公民館活用に

於ける課題を把握・検討し，行政への提言，まちづくりとしての事業企画等を

検討しました。 

 

<事業の実施状況> 

計 9回の部会の開催と地区集会における 2回のワークショップを行いました。 

◎施設改修等提言 

  6 月 25 日公民館本館・分館の視察，12 月 15 日湘南大庭及び御所見公民館

の視察を踏まえ，課題や改善点の抽出と対策等を検討し，ふれあいルームの

損傷被害対応の提言，小児用簡易便座配置等の要望を実施しました。 

◎地域利用者の声の把握 

・地区集会の活用（公民館への要望・提案を話し合うワークショップ実施） 

・意見箱の設置（分館） 

◎把握した意見の整理・提言等 

・公民館事業やサークル，施設について，公民館へ要望 

・小学生放課後の居場所について，新たな地域課題として提起 

◎その他（利用時間ルール，少人数利用要望，分館駐車場利用台数制限，陶芸

窯施設活用，公民館事業への市民参画，サークルの高齢化問題，第一談話室

ピアノの状態に関する要望対応等の検討） 

 

<事業の評価・予算> 

目標値 設定無し→実績 上記実施状況のとおり， 予算 無し 

 

<事業の今後の方向性> 

今後も，公民館活用に於ける課題の把握・検討，行政への提言，片瀬・江の

島まちづくり協議会としての事業企画・実施等を検討します。 
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<<事業名>>  まちかどミニベンチ設置事業 

 

<担当部会> まちづくり推進部会 
 
<事業の概要> 

 買い物や散歩途中でちょっとひと休みやおしゃべりのできる場として，腰か

けやベンチを遊休地・緑地など地区内のスペースに設置し，ふれあいのある，

やさしいまちづくりを目指してきました。 
 

<事業の実施状況> 

 ○ミニベンチ(腰掛け)を設置する候補地の選定，土地所有者との折衝，設置

するベンチの検討などを行い，設置の実現に取り組みました。 

【平成 25年度までの設置箇所】 

   ①片瀬小学校校庭脇 ⇒「江の島道の整備事業」の一環として整備 

   ②やまかストア江の島店 ⇒店舗側と調整し，入口前のスペースに設置 

   ③モノレール湘南江の島駅 ⇒事業者に要望し，駅舎 2階フロアに設置 

   ④片瀬三丁目緑の広場 ⇒町内会と調整し，入口付近に設置 

⑤境川右岸公園管理地(白百合小学校付近) ⇒市及び町内会と調整し， 

                         川沿いの歩道スペースに設置 

【平成 26年度設置箇所】 

⑥片瀬山一丁目地内（市道片瀬 129号線の道路用地内）⇒近隣住民と調整し， 

坂途中に設置 

<事業の評価・予算> 

  目標値 7箇所 → 実績値 6箇所 ※活動指標 ミニベンチの設置箇所数（累計） 

  予算額 50,000円（消耗品費）→ 執行額 49,999円 執行率 100.00% 

 

<事業の今後の方向性> 

 ○引き続き，候補地の選定及び設置に向けた土地所有者との折衝，設置する

ベンチの仕様の検討などを進めてまいります。 

 

 片瀬山一丁目まちかどミニベンチ 
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<<事業名>>  生活道路の安全向上対策事業 

 

<担当部会> まちづくり推進部会 

 

<事業の概要> 

 生活道路の危険と思われる箇所について，注意喚起のための交差点カラー舗

装，カーブミラー設置，スコッチシール設置等の実施や通学路を中心に外側線

による区切りしかない歩道にカラー舗装（グリーンベルト）を実施しました。 

 

<事業の実施状況> 

【平成 25年度までの実施状況】 

  通学道路の危険箇所に的を絞り，自治町内会から提供された情報をもとに

現場を確認し，スコッチシール設置による注意喚起，交差点のカラー舗装の

実施（片瀬小学校前・片瀬４丁目８付近），駐車禁止ポールの設置（片瀬地区

ボランティアセンター向かい），グリーンベルトの設置（山本橋から国道 467

号線まで，西浜橋から小田急線踏切までと江ノ電湘南海岸公園駅前踏切まで，

片瀬小学校校門前から常立寺前まで），警察への要望など安全対策を施しまし

た。 

【平成 26年度実施】 

通学道路の安全向上対策として，グリーンベルトの設置について，常立寺前

から旧郵便局前まで及び片瀬小学校校門以北で行いました。 

     

 

<事業の評価・予算> 

  目標値 10箇所 → 実績値 2箇所 ※活動指標 安全対策実施箇所数（年間） 

  予算額 945,000円（施設修繕費）→ 執行額 945,000円 執行率 100.0% 

 

<事業の今後の方向性> 

 今後も通学道路の安全向上対策を実施していく予定です。 

片瀬小学校校門以北グリーンベルト 
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<<事業名>>  緑と花いっぱい推進活動事業 

 

<担当部会> まちづくり推進部会 

 

<事業の概要> 

 全国でも有数の観光地である片瀬・江の島地域としてふさわしい景観確保等

のため，地域ボランティアを募り，花植え・草取りを定期的に実施する体制を

築きました。 

 

<事業の実施状況> 

 江の島弁天橋において年 2回（6月,11月頃）の花の植替え，定期的な水遣り，

草取りを行っている「弁天橋花いっぱい愛好会」に対して，活動の支援を行い

ました。 

 

<事業の評価・予算> 

目標値 100㎡ → 実績値 120㎡ ※活動指標 花植え活動等実施面積（累計） 

予算額 40,000円（苗等消耗品費）→ 執行額 40,000円 執行率 100.0% 

予算額 12,000円（上水道代）→ 執行額 9,156円 執行率 76.3% 

 

<事業の今後の方向性> 

 「弁天橋花いっぱい愛好会」とともに花壇の拡大を検討し，既設の花壇にお

いては，花苗に限らず芝桜や芝生等の常緑植物を植える等，実施方法について

も検討していきます。また，他の場所や団体との連携も検討していきます。 

 

 

植替え作業  
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<<事業名>>  民俗文化財等継承事業 

 

<担当部会> 郷土文化推進部会 

 

<事業の概要> 

市無形民俗文化財に指定されている「片瀬餅つき唄」や伝統を誇る「片瀬こ

ま」，その他，片瀬地区にゆかりのある文化財の継承・発展を支援しました。 

 

<事業の実施状況> 

○片瀬餅つき唄の活動を支援し，8 月 26 日の諏訪神社例大祭，10 月 26 日の片

瀬地区ふれあいまつりにおいて披露しました。 

○片瀬こまの活動を支援し，5 月 5 日に白旗神社で行われた牛若まつり，10 月

26日の片瀬地区ふれあいまつりにおいて体験会を実施しました。3月 22日には

西方公園でこま大会を実施しました。 

○片瀬地区で代々伝わる，五頭龍伝説，過去の五頭龍ぺージェントの様子を片

瀬地区ふれあいまつりにおいてパネル展示を行いました。 

       

（片瀬餅つき唄の披露）           （片瀬こま大会） 

 

<事業の今後の方向性> 

 片瀬地区にゆかりのある文化財の継承・発展のために活動支援をしていきま

す。 
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<<事業名>>  江の島道の整備事業 

 

<担当部会> 郷土文化推進部会 

 

<事業の概要> 

旧江の島道を歴史探訪の道として整備を進めてきました。 

 

<事業の実施状況> 

【平成 25年度までの実施状況】 

片瀬小学校前の道祖神及び杉山検校道標，旧郵便局前の杉山検校道標，市民

センター向かいの西行戻り松道標の計４ヶ所を整備しました。 

【平成 26年度の実施状況】 

片瀬３丁目まちかど公園内にある一遍上人地蔵堂跡に，当時の様子を描いた

絵巻物看板を設置しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

                                                               

 

 

<事業の評価・予算> 

目標値 15箇所 → 実績値 5箇所 ※活動指標 史跡の整備箇所数（累積） 

予算額 780,000円（施設修繕費）→ 執行額 462,240円 執行率 59.3% 

 

<事業の今後の方向性> 

 年に 1，2箇所を目標に道標の整備，説明板，案内誘導板，総合案内板の設置

を進めていきます。 
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<<事業名>> 地域広報事業 

 

<担当部会> 地域広報部会  
 

<事業の概要> 

① 広報紙『片瀬・江の島まちづくり通信』の発行 

片瀬・江の島まちづくり協議会や地域団体等の活動を地域のみなさまに

知っていただくことを目的に，全戸配付の広報紙を年 5回発行しました。 

② 片瀬地区ポータルサイトの充実 

地域情報を広く発信するサイト（2011 年 4 月設置）を充実し，情報発信の輪を

拡げました。 URL: http://fujisawa-katase.ecom-plat.jp/ 

③ 地域情報の整理と共有の促進 

地域情報を集約・整理し，共有化と活用を図るための研究を行いました。 
 

<事業の実施状況> 

① 第 11号 2014年 4月 25日発行（事業計画） 

第 12号 2014年 7月 10日発行（第 1回地区集会・地域団体活動） 

第 13号 2014年 10月 25日発行（第 2回地区集会・ワークショップ） 

第 14号 2015年 3月 25日発行（第 3回地区集会・ワークショップ） 

第 15号 2015年 3月 31日発行（まちづくり活動報告） 

② ポータルサイトを活用して地域の情報を広く発信しました。3月20日には，

地域団体等を対象に研修会を行い，情報発信スキルの向上を図ります。 

③ 公民館や地域団体等の事業等地域情報を集約・整理し，「見える化」と目

的別整理の検討・試行を実施しました。 

 

<事業の評価・予算> 

目標値 4回 → 実績値 5回  ※活動指標 広報紙の発行回数（年間） 

予算額 223,560円（印刷製本費）→ 執行額 159,840円 執行率 71.5% 

 ※まちづくり通信の発行経費（郷土づくり推進会議費） 

 

<事業の今後の方向性> 

① 今後も継続して広報紙を発行するとともに，地域活動やまちづくり活動を

多くの方にわかりやすくお伝えできるよう内容の充実を図ります。 

② 今後もポータルサイトを充実するとともに，利用者側の視点での情報提供

の切り口など，地域の情報の玄関口となるように発信力を高めていきます。 

③ 地域情報の共有化と活用について，今後も継続して研究していきます。 
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４．地域課題の検討について 

平成２６年度 片瀬・江の島まちづくり協議会「地域課題」一覧 

 
※方向性記号説明   

Ａ：部会の課題として取り扱い，解決のための事業が企画できるものは，まちづくり事業として整理していく。 

Ｂ：課題別検討会で取り扱い，解決に向けた方策の検討とともに，部会への位置づけ等担い手の整理の方向性も検討する。 

Ｃ：地域課題としてまちづくり協議会が認識するものの，移行した担い手や行政が主体的に行うものとして整理し，当面は部会等での具

体的な取り扱いはしない。 
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<<地域課題①>>  市民の家の利便性向上課題 

<課題の概要と経緯> 

【平成 23～24年度】 

地域コミュニティの活性化や地域活動の推進を図るため，地域の公的資産の

ひとつである市民の家（江の島市民の家，片瀬浪合市民の家，片瀬山市民の家）

の有効活用について，「公的資産活用部会」がまちづくり事業（公的資産有効

活用推進事業）として検討を行い，各地域団体へアンケート調査や関係者との

意見交換・利用改善の提案等を実施してきました。その結果，改善も一部図ら

れましたので，まちづくり事業としては終了いたしました。 

【平成 25年度】 

市民の家の利便性の向上について，片瀬・江の島まちづくり協議会の継続課

題として位置づけ，地区集会での意見も踏まえて，片瀬浪合市民の家の予約方

法の改善及びフリースペースの増設，3箇所の市民の家ともに利用時間・管理

制度・耐震化の改善の点について絞り，解決に向けた検討をしていくこととし

ました。 

 

<課題の検討状況> 

【平成 26年度】 

  市において市民の家を含めた市の公共施設再整備プランの検討が始まった

ことを受け，片瀬・江の島まちづくり協議会内に検討ワーキングを設置し，

次のとおり検討を進めてきました。 

◎メンバー（4人） 原（座長）・鶴見・徳江・畠山各委員 

◎ワーキング実施状況 

  ①9月 14日（木）14:00 第 2談話室 

出席 9人（メンバー4，他委員 1，事務局 2，市民自治推進課 2） 

内容 市から市公共施設再整備プランの説明，今後の進め方 

  ②1月 26日（月）14:00 第 2談話室 

   出席 7人（メンバー4，事務局 2，オブザーバー1） 

   内容 片瀬浪合市民の家の利便性向上に関する意見交換（鍵の管理方法，

予約状況の確認方法等） 

 

<今後の方向性> 

 今後も引き続き地域の課題として認識し，市の公共施設再整備プランの動向

に注目しながら，活用に向けた方向性や提案等の検討を継続していきます。 
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<<地域課題②>>  地域の居場所あり方検討課題 

 

<課題の概要と経緯> 

地域の居場所のあり方についての具体的な検討や地域にいつでも集える場

の実現に向けた取り組みを行うことで，支え合う地域づくりの推進を図るもの

です。 

【平成 23～24年度】 

公的資産活用部会が，江の島，片瀬山，海岸地区，その他地区の各地域の実

情と既存施設の利用状況を踏まえ，どのような居場所が必要か，また，居場所

の利用用途として，福祉健康や防災も兼ねた居場所，世代を超えた居場所にす

るか等々の検討について，まちくり事業（地域の居場所あり方検討事業）とし

て実施してきました。 

【平成 25年度】 

まちづくり事業としては一旦整理し，引き続き地域の課題として位置づけて

きました。 

 

<課題の検討状況>   

【平成 26年度】 

  ボランティアセンター事業として実施している「居場所・ひだまり」が，

平成 26年度に市の交流スペースのモデルと位置づけされ，ますますの充実が

期待されてきました。課題については，地域福祉推進部会が担当し検討を進

めてきましたが，具体的な方向性を見出すには至っていない状況です。 

 

<今後の方向性> 

今後も引き続き地域の課題として位置づけ，地域の方のご意見を伺いながら，

検討していきます。新たな介護保険制度における「地域ささえあいセンター」

や市の交流スペースの動向を注視し，地域の居場所のあり方を課題としていき

ます。 
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<<地域課題⑧>>  廃屋への対応課題 

 

<課題の概要と経緯> 

少子高齢や核家族化等の社会的背景や維持管理経費などの要因から，市内は

もとより全国的にも空き家が発生して廃屋が増えている状況にあり，庭木の繁

茂，家屋の腐朽や破損による防犯・防災上の問題として，特に高齢化率の高い

片瀬地区においても大きな課題となってきています。 

【平成 25年度】 

地区集会での意見を踏まえ，自治町内会等からの空き家・廃屋の状況につい

ての情報提供を基に，地域課題として認識し，市等からの情報収集も行ってき

ました。 

 

<課題の検討状況> 

【平成 26年度】 

市が横断的組織によるプロジェクトを設け，空き家の把握方法や対処方法等

の検討を進める方向であったので，片瀬・江の島まちづくり協議会内に検討ワ

ーキングを設置し，次のとおり検討を進めてきました。 

 ◎メンバー（6人） 岡田（座長）・名古路・藤田・高木・原・畠山各委員 

◎ワーキング実施状況 

①8月 1日（金）10:00 第 2談話室 

出席 7人（メンバー4，防犯交通安全課 1，事務局 2） 

内容 市からの情報提供，今後の進め方 

②8月 25日（月）14:00 茅ヶ崎市役所 

 出席 5人（メンバー3，事務局 2）  内容 空き家講演会受講 

③9月 8日（月）10:00 第 2談話室 

 出席 7人（メンバー4，防犯交通安全課 1，事務局 2） 

内容 講演会結果報告，地区集会ワークショップの進め方 

④9月 30日（火）14:00 第 3談話室 

出席 4人（メンバー2，事務局 2） 内容 ワークショップ意見等の分析 

⑤11月 4日（火）14:00 和室 

 出席 10人（メンバー6，福島委員，防犯交通安全課 1，事務局 2） 

内容 地区集会で集約した課題の分析と扱いの方向性検討 

⑥12月 8日（月）14:00 第 1談話室 

 出席 8人（メンバー5，（株）サンヨーホーム様 1，事務局 2） 

内容 空き家等対策の推進に関する特別措置法についての勉強会，課題の
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分析と対策の検討，地区集会ワークショップ企画の検討 

⑦1月 19日（月）10:00 第 2談話室 

 出席 9人（メンバー5，（株）サンヨーホーム様 2，事務局 2） 

内容 税制改正大綱等勉強会，ワークショップの進め方の検討 

⑧2月 2日（月）10:00 第 2談話室 

 出席 10 人（メンバー5，(株）サンヨーホーム様 2，防犯交通安全課 1，

事務局 2） 

内容 ワークショップの進め方の検討，今後の活動について 

⑨3月 9日（月）14:00 第 2談話室 

 出席 10人（メンバー6，(株）サンヨーホーム様 2，事務局 2） 

内容 ワークショップの意見の整理，国等の動向について勉強会，ワーキ

ングの今後の活動について 

 

<今後の方向性> 

部会のまちづくり事業に位置づけをし，市とも連携をとりながら解決に向け

た検討（相談窓口の設置，廃屋化未然防止キャンペーン，利活用研究，利活用

と所有者とのマッチング）を一層進めていきたいと考えています。来年度から

は，ワーキングの名称も「空き家対策検討ワーキング」とします。 
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<<地域課題⑨>> 

ごみの持ち帰り，ポイ捨て禁止キャンペーン等の検討課題 

 

<課題の概要と経緯> 

  片瀬・江の島地域内のごみの持ち帰りやポイ捨て防止等について，キャン

ペーン等を実施し啓発を行うとともに，実効性ある手法について協議・検討

していくものです。 

【平成 23～24年度】 

環境美化推進部会が，まちづくり事業（環境浄化事業）を実施しました。 

○落書き消し事業： 片瀬地区生活環境協議会の活動に協力し，落書き消しに

参加しました。一定の成果があったため，平成 25 年度以降はまちづくり事

業の対象外としました。 

 ○壁画事業： 片瀬中学校美術部の協力によりパネルに描いた壁画を，弁天

橋遊歩道から東浜へ抜ける地下道に設置することで，きれいな景観を保つ

計画を実行してきました。平成 24年度で壁画は完成し，まちづくり事業と

しては終了しました。 

【平成 25年度】 

地域団体の意見から，公民館オープンスペースの利用上のごみのマナーや，

まちなかでのごみのポイ捨て等が，地域課題として注目されてきたことを把握

しました。 

 

<課題の検討状況> 

【平成 26年度】 

各地域団体にも協力をいただきながら，子どもから高齢者までの様々な層や

様々な分野を通じて，ごみのポイ捨て等課題の解決に向けた協議・検討を行う

ため，片瀬・江の島まちづくり協議会内に検討ワーキングを設置し，次のとお

り検討を進めてきました。 

 ◎メンバー（4人） 三觜（座長）・村越・石倉・福島各委員 

◎ワーキング実施状況 

①9月 11日（木）15:30 第 2談話室 

 出席 6人（メンバー3，事務局 3） 

 内容 状況集約，今後の進め方 

②11月 7日（金）14:00 片瀬しおさいセンター工芸室 

 出席 14人（メンバー3，他委員 1，地域団体 7，事務局 3） 
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内容 各地域団体との意見交換  

③1月 8日（木）15:00 相談室 

 出席 5人（メンバー3，事務局 2） 

内容 各団体意見の整理と今後の方向性の検討，地区集会ワークショップ

企画の検討  

④2月 17日（火）14:00 第 3談話室 

 出席 6人（メンバー3，事務局 3） 

 内容 地区集会ワークショップの進め方の検討 

⑤3月 12日（木）10:00 第 2談話室 

 出席 6人（メンバー3，事務局 3） 

 内容 地区集会ワークショップの意見の整理，ワーキングの今後の活動に

ついて 

 

<今後の方向性> 

  地区集会ワークショップの意見を踏まえ，今後とも情報収集等行いながら

継続してワーキングで検討していきます。 
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<<地域課題⑩>>  より身近な高齢者相談窓口検討課題 

 

<課題の概要と経緯> 

ひとり暮らしなどの高齢者が安心して生活できるように，より身近なところ

に高齢者が相談できる窓口のあり方を検討するとともに，関係機関や団体等が

連携したサポート体制の構築を図ります。 

【平成 25年度】 

地域団体の意見から，地域課題として位置づけすることといたしました。 

 

<課題の検討状況> 

【平成 26年度】 

  地域福祉推進部会が，関係団体や関係機関等と協議しながら課題の方向性

について検討してきました。 

  「地域における見守り支援及び日常生活支援の充実」を今年度のテーマと

して活動してきた片瀬地区小地域ケア会議と連携し，同部会から片瀬地区「身

近な高齢者支援」活動交流会の企画を提案して，同ケア会議の主催により交

流会が開催されました。今回は，活動団体同士の「顔合わせ」の場となり，

今後の「心合わせ」「力合わせ」への展開が期待されています。 

 

<今後の方向性> 

  課題の主な担い手としては，片瀬地区小地域ケア会議へ移行することとし

ました。同ケア会議（地区自治連，地区民児協，地区社協，地区老連，ボラ

ンティア団体，学識経験者，市社協，ケアマネージャーで構成）は，片瀬地

区の課題を把握し，関係機関との連携を図りながら解決に向けて検討をする

予定となっており，今後も情報交換や活動支援などの連携をしていくことと

しました。 

また，地区社協も地域課題へ対応できる組織への見直しが検討されているた

め，今後の動向に注目し，連携を深めていきたい。 
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<<地域課題⑪>>  生活支援ボランティア推進課題 

 

<課題の概要と経緯> 

地区内に住む高齢者等にとって，公的サービスでは賄えない困りごとがたく

さん存在するという現状を踏まえ，小さな手助けがあれば自立した生活を送る

ことができる方のために，生活支援ボランティアの仕組みを充実させ，高齢者

等が安心して暮らせる地域づくりを目指すものです。 

【平成 23～25年度】 

片瀬・江の島まちづくり協議会が，地域で行われているボランティア活動，

高齢者等の生活支援に関する取り組みについて現状の把握を行い，事業のあり

方・取り組む内容の検討をしました。 

また，生活支援ボランティアにおいて大きな課題となっている｢移動支援｣

について，先進事例を視察し，移動支援事業の概要・経過・課題等について把

握した結果，まちづくり事業としてよりも，より専門的な活動組織に任せた方

がよいと判断し，平成 25年度以降は片瀬地区地域ケア会議へ移行しました。 

 

<課題の検討状況> 

【平成 26年度】 

引き続き地域の課題として位置づけ，地域ケア会議と連携し，議論の経過の

情報提供を受けながら，地域福祉推進部会でも検討してきました。 

  「地域における見守り支援及び日常生活支援の充実」を今年度のテーマと

して活動してきた片瀬地区小地域ケア会議と連携し，同部会から片瀬地区「身

近な高齢者支援」活動交流会の企画を提案して，同ケア会議の主催により交

流会が開催されました。今回は，活動団体同士の「顔合わせ」の場となり，

今後の「心合わせ」「力合わせ」への展開が期待されています。 

 

<今後の方向性> 

  課題の主な担い手としては，片瀬地区小地域ケア会議へ移行することとし

ました。同会議（地区自治連，地区民児協，地区社協，地区老連，ボランテ

ィア団体，学識経験者，市社協，ケアマネージャーで構成）は，片瀬地区の

課題を把握し，関係機関との連携を図りながら解決に向けて検討をする予定

となっており，今後も情報交換や活動支援などの連携をしていくこととしま

した。 

また，地区社協も地域課題へ対応できる組織への見直しが検討されているた

め，今後の動向に注目し，連携を深めていきたい。 
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<<地域課題⑫>> ひとり暮らし高齢者・障がい児者見守り課題 

 

<課題の概要と経緯> 

地域のひとり暮らしの高齢者・障がい児者を孤立させないため，民生委員活

動・自主防災会による要援護者支援・自治会の班を軸としたコミュニティ活動

など，様々な活動の現状を把握し，地域包括支援センター等の専門機関との連

携により，ひとり暮らし高齢者の見守り体制づくりの構築を図るものです。 

【平成 23～25年度】 

片瀬・江の島まちづくり協議会が，各自治町内会における，高齢者の見守り・

要援護者支援・コミュニティづくりに関する活動について調査を行い，現状の

把握に取り組んできた結果，把握した情報をもとに対策を検討するためには専

門的知識や活動ができる組織での対応が必要であることから，片瀬地区地域ケ

ア会議へ移行することとしました。 

 

<課題の検討状況> 

【平成 26年度】 

引き続き地域の課題として位置づけ，地域ケア会議と連携し，議論の経過の

情報提供を受けながら，地域福祉推進部会でも検討してきました。 

  「地域における見守り支援及び日常生活支援の充実」を今年度のテーマと

して活動してきた片瀬地区小地域ケア会議と連携し，同部会から片瀬地区「身

近な高齢者支援」活動交流会の企画を提案して，同ケア会議の主催により交

流会が開催されました。今回は，活動団体同士の「顔合わせ」の場となり，

今後の「心合わせ」「力合わせ」への展開が期待されています。 
 

<今後の方向性> 

  課題の主な担い手としては，片瀬地区小地域ケア会議へ移行することとし

ました。同会議（地区自治連，地区民児協，地区社協，地区老連，ボランテ

ィア団体，学識経験者，市社協，ケアマネージャーで構成）は，片瀬地区の

課題を把握し，関係機関との連携を図りながら解決に向けて検討をする予定

となっており，今後も情報交換や活動支援などの連携をしていくこととしま

した。 

また，地区社協も地域課題へ対応できる組織への見直しが検討されているた

め，今後の動向に注目し，連携を深めていきたい。 
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<<地域課題⑬>>  高齢者等移動手段検討課題 

<課題の概要と経緯> 

高齢化率が最も高い地区であることや今後も高齢化が進むと予測されるこ

とから，高齢者等が移動しやすくなる交通体系・移動手段について検討し，高

齢者等の生活支援の一環として移動支援の充実を図るものです。 

【平成 23～25年度】 

片瀬・江の島まちづくり協議会が，事業のあり方・進め方を検討し，先進的

な取り組みを視察するなど，移動支援の概要，経過，課題等について調査・把

握を行ってきた。その結果，現状ではエリア限定の課題で，地域全体としては

進めにくいことから，平成 25 年度以降は継続課題として扱っていくこととし

ました。 

 

<課題の検討状況>   

【平成 26年度】 

地域福祉推進部会が，関係団体や関係機関等と協議しながら課題の方向性に

ついて検討してきました。 

  「地域における見守り支援及び日常生活支援の充実」を今年度のテーマと

して活動してきた片瀬地区小地域ケア会議と連携し，同部会から片瀬地区「身

近な高齢者支援」活動交流会の企画を提案して，同ケア会議の主催により交

流会が開催されました。今回は，活動団体同士の「顔合わせ」の場となり，

今後の「心合わせ」「力合わせ」への展開が期待されています。 

 

<今後の方向性> 

  課題の主な担い手としては，片瀬地区小地域ケア会議へ移行することとし

ました。同会議（地区自治連，地区民児協，地区社協，地区老連，ボランテ

ィア団体，学識経験者，市社協，ケアマネージャーで構成）は，片瀬地区の

課題を把握し，関係機関との連携を図りながら解決に向けて検討をする予定

となっており，今後も情報交換や活動支援などの連携をしていくこととしま

した。 

また，地区社協も地域課題へ対応できる組織への見直しが検討されているた

め，今後の動向に注目し，連携を深めていきたい。 
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<<地域課題⑭>>  小学生の居場所課題 

<課題の概要と経緯> 

平成 26 年度第 2 回地区集会のワークショップにおいて公民館の活用につい

ての意見交換を行う中で，子どもたち，特に小学生の居場所についての課題が

浮き彫りになってきました。そこで，協議会では地域の課題として位置づけ，

課題の担い手等取り扱いの方向性について検討を行うものです。 

 

<課題の検討状況>   

【平成 26年度】 

  片瀬しおさいセンターで起きた器物破損問題については，公民館が実態把

握し管理体制の強化を図りました。 

また，ゲーム機や食べ物の持ち込みができない施設が多くなり，多数の小学

生が公民館のオープンスペースへしだいに集まるようになって利用マナーが

問題視されてきたことについては，公民館が小学校へ相談し，学校側として今

後も日頃から児童へ注意していくことに，公民館側もルールに基づく対応をし

ていくことになりました。 

協議会としては，青少年関連の団体選出委員により，学校関係者や PTAを含

めた話し合いから始め，実情の把握と地域団体の関わり等を検討していくこと

といたしました。 

 ◎メンバー（3人） 波多・三觜・長坂各委員 

◎検討状況 

①1月 7日（火） メンバー，事務局 

 内容 子ども居場所課題の整理 

②1月 13日（火） 青少年育成協力会企画会 

 内容 PTAの意見聴取 

③1月 21日（水） 青少年健全育成部会 

   内容 今後の進め方について 

  ④3月 6日（金） 出席 28人（委員 3，片小教頭，児童クラブ 2，片瀬学園，

子どもの家 5，青少協 2，片子連 5，片小 PTA3，事務局 3） 

   内容 小学生の放課後の過ごし方の現状把握と情報交換 

  ⑤3月 17日（火） 青少年健全育成部会 

   内容 情報交換会のまとめと今後の進め方について 

<今後の方向性> 

  今後は，青少年健全育成部会が窓口となり，関係者と情報共有する場を継

続して設けていくとともに，現状の子どもの様子を直接見るなどで把握しな

がら検討を進めていく予定です。 
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５．まちづくり地区集会について 

 

平成 26年度に開催したまちづくり地区集会について，結果の概要及び今後の

方向性をご紹介します。なお，配付した資料については，一部を資料集に掲載

していますので，併せてご覧ください。 

 

<<平成 26年度第１回>> 

日 時 2014年５月 31日 午前 10時 1分開会～午前 11時 45分閉会 

会 場 片瀬市民センター２階 ホール 

出席者 47人（市民 21人，委員 20人，事務局 6人） 

内 容 

－１ 開 会 （司会 徳江副会長） 

－２ 会長挨拶（長谷川会長） 

－３ 議 題 

(1)平成 26年度片瀬・江の島まちづくりの組織と活動計画について 

ア まちづくりの組織について（鶴見副会長） 

イ 片瀬・江の島まちづくり協議会の活動計画について（犬山副会長） 

(2)片瀬地区地域団体の活動について（徳江副会長） 

－４ その他 

意見概要 

(1)平成 26年度片瀬・江の島まちづくりの組織と活動計画について 

○今年度は地区集会を３回予定している意味合いは。 

（協議会）昨年度来検討した計画を今回の集会でご説明しました。今後，実

施状況を９月の集会で中間報告し，２月の集会では活動結果と，で

きたことできなかったこと，来年に回すことについても報告をして

いくという形を考えています。 

○活動を行うための市からの予算は足りているのか。 

（事務局）計画に合わせた予算を計上し，例年確保してきました。今年も活

動に必要な予算はあり，来年度に向けた検討はこれから。 

○集会に出て，地域の人も問題意識を持つ必要があることを感じる。 

地域ボランティアでも若い人たちの力，中高校生等の参加が必要。 

○まちかどミニベンチは，高齢者の意見も参考にして有効利用を。 

○緑と花いっぱい推進活動事業もとてもいい事業である。 

○郷土文化の魅力を伝えていくこともすごく大事なことだ。 

○プレジャーボートの現状と対策について。 
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（協議会）ボートについては早期対策を求めてきて，県は平成 27年３月 31

日をもって撤去する方針を出しています。現在，江ノ電の橋から上流

は全部撤去され，対策が進むよう協議会としても市や県へ働きかけを

していきたいと思います。 

（事務局）活動や地域の情報について，皆さんへの提供・共有を進めていき

たい。また，まちづくり事業でもそのしくみを検討中です。 

○良い環境を持つことは地域にとって財産である。よそから来る人にとって

も居心地のいい環境を住民として全体的によくする方向でいかないと，子

どもたちにつながっていかない。 

○境川と西方公園の間にある県のあずまやが取り壊された。協議会から同じ

ものをと言ってくれればつくるという話を県から聞いているので，意識を

持って活動していただきたい。 

（協議会）ご指摘のような目線で考えながら活動していますし，地域の実情

により取り組み方も違いますので，進めるに当たっては，皆さん方か

らご意見を聞いたり，アイデアを伺ったりしながら進めていきたい。 

(2)片瀬地区地域団体の活動について 

○市駅伝競走大会へ片瀬地区もチーム編成して出る考えはないか。 

（スポーツの会）平成 25 年度で市民総合体育大会が廃止され，オープン競

技として今年は進める予定です。競技内容が決まりましたら，ぜひ今

年は出る方向で検討したいと思っています。 

○以前，痴漢が出たときに携帯へメールをいただくシステムがあったが，最

近痴漢が近くへあらわれたときは私の携帯には連絡が入らなかった。抑止

にもなるのでぜひ再構築を。 

（事務局）先日の件は，スポット的犯行で学校からの情報提供ということで，

すぐに広報できる状況ではなく，情報を各団体さんに連絡・共有して，

気をつけてパトロールする形で活動していただきました。 

（青少年支援フォーラム）何年か前に片瀬地区の情報だけを発信するシステ

ムをつくったようですが，うまく引き継がれていないようです。連絡

網を再度確認して，つくっていく方向で検討していきます。 

○身近に生活等で困っている方がいて，誰にも言えずに悩んでいる。おせっ

かいおばさん・おじさんがもっと出てきていいのではないか。身近な人と

のコミュニケーションは本当に基本で大事。 

（事務局）介護サービスや制度にない中では生活がしにくくなっていること

もたくさん出てきています。地域課題の中にもあるように，どうみん

なで支えていくのかというのが，これからは大きなテーマになってき

ます。藤沢で一番高齢化が進んでいる片瀬の地域だからこそ，ひとつ
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のモデルになれるよう一緒に考えていければと思います。 

その他（全体を通しての意見） 

○参加者が非常に少なく，顔なじみで年齢も若くない。今後，この会をどう

したらいいのかは大きな問題。ひとつの課題について，いろいろな見方で

話し合いをし，何とかこの会の参加者をふやす方策を協議会としてもいい

知恵があったら，ぜひ絞っていただければ。 

（事務局）確かに大きな課題です。今日は事業をお示しをしてきましたが，

課題を絞ってみんなで話し合いをするワーキング的な掘り下げや，こ

の課題だったら参加したいというインセンティブをどうつくってい

くのか工夫が必要です。まずは，場のつくり方，課題の設定の仕方，

議論の仕方というようなことを検討していきますので，ぜひいろいろ

な知恵をお寄せください。 

○地域団体は役員が多過ぎる。組織をスリム化し，実践でき，結果に結びつ

けられることを第一に。できる人がトップリーダーになり，予算もかけ，

若い人や女性に任せるという姿勢がないといけない。 

（事務局）地域活動に参加されない方が多い中，少しでも活動に参加し，役

員を担っていただくことの積み重ねはとても大切なことです。とても

すばらしい活動をされている方に対して敬意をあらわし，笑顔でみん

なでやりましょうということを基本にしながら，そして，今ご意見の

あった工夫をして，まちづくりを進めていけたらいいと思います。 

○参加者は，少ないが集会に出てこようという少数精鋭。難しそうだなと思

えることもあるが，生活していくには地域をどうしていくかはとても大事

なこと。今度参加するときは，１人が１人を誘ってくる努力も必要。中身

も工夫され，ワークショップがあってもいい。 

 

アンケート結果   ※回答者１１人／参加者２１人（回収率５２%) 

問１ 年代・自治町内会について 

 

問２ 議題についての感想・意見 

○「地域課題の検討資料」は，23 年から現在までの課題が浮きぼりにされ



平成 26 年度片瀬・江の島まちづくり協議会活動報告書 
 

５．まちづくり地区集会について 

~ 38 ~ 
 

ていてとても解り易い資料でした。⑪の地域ケア会議は何かの折に解析し

て下さい。26年事業概要集地域団体については貴重な説明でした。 

まちづくり地区集会の組織の協力員について，部会でもなかなか役員にな

る方がない場面でも協力員の形だと少し軽い気持で実践活動に参加して

頂ける形の提案だと思います。（７０代） 

○分かりやすかった。（４０代） 

○多岐にわたり，大変な活動状況と感じた（７０代） 

○地域団体の紹介，写真をまじえた活動の様子がわかり，良かったです！ 

（４０代） ○参加して良かったです。（７０代）  ○適当。（８０代） 

○参加者が少ない→広げる工夫必要（６０代） 

○資料が多すぎてわかりにくい。（７０代） 

○実践なきものは去れ！役員は特に。（７０代） 

問３ 集会の進め方について 

○参加者が少な過ぎる。（７０代） 

○集会日は土曜日だと午前ではなく午後が参加し易いと思います。（日曜だ

と午前でも）参加者が多いことを願います。（７０代） 

○地域団体の紹介がよかった。スライドがわかりやすかった。これをこのま

まポータルサイトの各団体のページに，読んでいる文章を打ち込んで団体

紹介として載せたらいいと思う。（４０代） 

○簡潔にまとめられて良かったです。委員さんたちの並びに圧倒されたのか

左側の席が空いていたのが気になりました。並び方ってむずかしいです

ね・・・（４０代） 

○よく練られていたと思う。（４０代） ○良好（７０代，８０代） 

○課題をかぎって議論すべきか（６０代） 

○役員の老害を感じている。若い人にまかせて進行しなさい（７０代） 

問４ 日頃感じている地域の課題について 

○次も参加したい。（７０代） 

○出席者（特に若い人）が少ないのは残念（８０代） 

○集会に関心をもたない人→参加者を沢山集める対策を考えること（７０

代） 

○もっと多くの人がこの集会に足を運んでくれればと思う。あずまやのよう

な意見がもっと出てくるといい。（４０代） 

○口ばっかりで実践をする人が少ない。（７０代） 

○無関心な人が多く人まかせ。（７０代） 

○少子高齢化による活力のなさ。（４０代） 

○（防犯事業 110番について）あってはならないことですが，実際子供に緊
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急事態が起こった場合素早く対応する方法として他地域の例でも予備知

識として知っておく方がよいと思うのですが・・・（７０代） 

総 括 

   今回の地区集会は，協議会の今年度計画の周知・説明の場という大きな

目的があったため，当初予想していたとおり，必ずしも万人に興味を惹く

ような内容ではなく，結果，参加者も限定されたものとなりました。 

一方，地域団体の活動紹介については，「活動を知る機会となり見聞きで

きてよかった」という声が多くの方から寄せられ，概ね好評でした。これを

もう少し強くアピールして，参加者への関心を呼び起こす材料として活用す

ることで，参加者増への効果を期待できると思われます。 

いずれにしろ，早期に企画を練り固めることと，周知の仕方もまちづくり

通信の記事としての紹介だけではなく，単独のチラシを配布するなど何度も

周知していくことも必要でした。 

また，今回も資料の事前配布を実施してみましたが，残念ながら希望者は

いませんでした。しかしながら，前回の集会で資料を取りに来られた方から

は，「資料を見て初めて参加するつもりになった」との声もあったことから，

新たに関心を持つ方を呼び起こすひとつのきっかけでもあると考え，可能な

限り今後も継続していきたいと考えています。 

   以上のことを踏まえ，今後，協議会において，地区集会の持ち方やあり

方について振り返りや議論を重ねて，第２回地区集会の充実に向けた企画

を検討し，地域の方が関心を持てるテーマや市の課題・情報等を提供する

など，様々な工夫を試みていきたいと思います。 

 

<<平成 26年度第 2回>> 

日 時  2014年９月 21日(日)13:30～15:50（140分間） 

会 場  片瀬市民センター 2階ホール，他 

参加者  85人（市民 50人，オブザーバー８人，委員 19人，事務局８人） 

内 容 

－１ 開会（13:30） 司会：徳江副会長 

－２ 会長挨拶 

－３ 報告  まちづくり・Now（13:40） ナレーター：徳江副会長 

※平成 26年度まちづくり活動のトピックス紹介 

－４ ワークショップ 

 （１）ワークショップの進め方について（13:53） 

 （２）テーマ別ワークショップ（14:00） 



平成 26 年度片瀬・江の島まちづくり協議会活動報告書 
 

５．まちづくり地区集会について 

~ 40 ~ 
 

    ○テーマＡ こんな公民館になるといいな！ 

          ～公民館に期待すること（会場 ステージ） 

     参加者 10人（市民２人，オブザーバー１人，委員５人，事務局２人） 

     進行役 鶴見副会長 

○テーマＢ こんな交流スペースがあるといいな！ 

          ～片瀬地区ボランティアセンターの充実に向けて 

   ①子育てのグループ（会場 第１談話室） 

     参加者 18人(市民 10人，オブザーバー４人，委員３人，事務局１人） 

     進行役 正田ボランティアセンター運営委員会副会長 

    ②おとなのグループ（会場 第２談話室） 

     参加者 31人(市民 27人，オブザーバー２人，委員１人，事務局１人） 

     進行役 杉山副会長 

    ○テーマＣ こんな空き家・廃屋に困っています！ 

          ～地域の廃屋対策（会場 第３談話室） 

     参加者 23人(市民 11人，オブザーバー1人，委員 10人，事務局１人) 

     進行役 岡田委員 

（３）意見共有タイム（会場 ホール）（15:18） 

－５ その他（15:40） 質疑応答２人 

－６ 閉会（15:50） 

意見の概要 

 ワークショップ 

 テーマＡ（公民館） 

  ○公民館事業への高齢者の参加促進を（送迎交通手段の確保，出張公民館

事業.など） 

○公民館事業の企画に立案の段階から参画したい（PTAへの声掛けなど） 

  ○サークルが高齢化。新生サークルを増やす策を。指導者探しに苦労（人

材・情報バンクセンターの活用）。多世代の集まるサークルも必要（子ど

もが大人から学べる場にもなる） 

  ○ゲーム機遊び禁止の施設が多くなる中，公民館へ子どもたちが移ってき

ている。大声などへクレームもあるが，安全な居場所確保の意味から，

追い出しやゲーム遊び禁止などを行わないでほしい。 

○本館のフリースペースが人材・情報バンクセンター開設後は狭くて不便。 

○公民館に期待すること 

   ・気楽に来ることのできる場所であって欲しい。 

   ・今まで来たことがない人でも行きたい場所に。 

 テーマＢ（交流スペース） 
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 ①子育てのグループ 

【にこにこ広場について】 

○出産してから存在を知り，ありがたく利用している。 

○一人で慣れない育児への不安が軽減した。 

○スペースを少し広くし，他の場所にも作ってほしい。 

○上の子の幼稚園のお迎えに困ったが，利用者同士の助け合いで乗り切った。 

○情報収集と発信の充実を。 

【行政サービスについて】 

○都内に比べ，サービスが不十分な点も。 

○出産後のサポートの充実を。 

○小さい子も遊ぶので，公園の犬のフンが気になる。 

○乳幼児の親にもマッサージ券を。 

【ファミリーサポート制度について】 

○サポートしたいが，片瀬ではあまり普及していない。 

○預けたいが，片瀬は会員が少なくできなかった。 

○身近で顔がわかる方にお願いできると安心。 

○子どもが悪戯などで迷惑をかけるかと心配し，預けられなかった。 

○サポータ登録の機会が少ない。各市民センターで研修の開催を。 

○研修は短時間に。受講時の保育等，受けやすく。 

○７００円／時は高い。もう少し安く。 

○にこにこ広場とファミサポのリンクを。 

【その他】 

  ○ボランティアしおさいはチケット制で高齢者向けの活動だが，子育て支

援にも視点を向けていけたら。 

○公園で父親の姿を見ない。どうしているのだろう。 

○母親は一人になるときがない。子育ては一人でするものではない。 

○高齢出産同士の集まりがあるといい。 

○ちょっとした集まりがママ友のきっかけに。 

○保健所の栄養指導は第一子しか受けられない。 

○母親は比較的時間はあるが活躍できる場がない。 

○子どもを傍に置いて，役に立てる活動ができれば。 

【アンケートからの意見】 

○もう少し意見交換の時間がほしかった。 

 ②おとなのグループ 

【利用の促進について】 

○高齢者が入りづらい。月１回でも「大人の日」を設けて盛り上げを。 
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  ○空き店舗等を利用して，靴を脱がずに気軽に入れる縁側のような場所が

あるといい。 

○講座以外にも囲碁将棋等何か企画を。 

○市民の家等へ出張し，ミニ講座などを企画しては。 

○車いすや認知症の方も気楽に一緒に交流を。 

○移動が大変で利用しない。バス等手段の検討を。 

○知り合いができない人は足が遠のいていく。 

【認知度について】 

○しおさいセンターがあるからという声を聞く。 

○この場を知らない人がまだ多い。 

○「お茶が飲めます」「トイレが使えます」とＰＲを。 

  ○お金もかからず利用できる交流の場は不可欠。今まで地域との関わりが

ない人にも勧めている。 

【従事者としての参加について】  

○高齢者から意見を聞き，魅力ある企画を考えたい。 

○従事して，自分が癒され元気をもらっている。 

○従事者としてこれからも協力していきたい。 

  ○なかなか外出しない高齢者に，ボラセンのお手伝いをやってほしい。「従

事者」「利用者」のくくりではなく，集う人が交流でき，話ができる場に

なるといい。 

【アンケートからの意見】 

  ○交通問題や地域的な問題など様々な意見が出て，時間いっぱい話し合わ

れた。 

○日頃思っている事項を話すことができた。 

○おとなの居場所を充実させ，拡げたい。 

  ○子育て中にボラセンを利用した方が，今度はボランティアとして参加し

ていただき，地域のことを考える若い世代のボランティアが増えると良

い。 

  ○ボランティアセンターの新設も良いが，予算上からも市民の家を有効活

用した方が良い。 

テーマＣ（空き家） 

【現状】 

○持ち主に連絡をしたいがわからない。 

○片瀬山の空き家率は高いのではないか。 

○2014年 4月,市が空き家対策庁内検討委員会設置。 

  ○空き家等対策の推進に関する特別措置法案を議員立法で提出する動き 
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【空き家・廃屋の発生要因】 

○売り家が高くて売れない。→廃屋に繋がる 

  ○相続問題→子どもと相続について話しているか？→生きている間に相続

対策を→相続の教育も必要。 

○空き家を取り壊し更地にすると，税金費用が増大。 

【問題の事象】 

○カーブミラーに廃屋から枝がかかり危険。 

○地震等でブロック塀や樋が倒れて危険。 

○空き家（廃屋）を解体しようとする時のお金の負担。 

【管理不全となる理由】 

  ○高齢者が 1 人暮らしになると，兄弟のところに行ってしまい，住む人が

いなくなり管理不全となる。 

  ○子が独立して，夫婦 2 人となり，生活しやすいところにもう 1 軒家を購

入し移住し，元々住んでいた家に住む人がいなくなり管理不全となる。 

【空き家・廃屋対策への取組】 

  ○町内パトロールを行い，空き家・廃屋（になりそうな現場）を重点的に

見ている。 

○学生が住居で使えるよう仲介（空き家の利活用）。 

○自治町内会の班長からの聞き取り，協力。 

○相談窓口（行政に限らず，民間など）をつくる。 

○行政の窓口がどこにあるか明確にしてほしい。 

○法改正（固定資産税）を行う。 

  ○市は，パンフレット配布や集会を開き，空き家についての取組状況や対

策を伝えて欲しい。 

  ○空き家廃屋の持ち主に対する教育や空き家廃屋箇所の情報提供はできな

いか。 

○空き家廃屋の予防対策を早急にしてほしい。 

○土地没収等の罰則条例を制定してほしい。 

○市と地域住民の協力が必要である。 

○町内会と行政の関係・役割を明確にして取組を。 

【その他】 

○他市の事例や取組を参考にして研究をしてほしい。 

【アンケートからの意見】 

○個別案件が多い。個々に市へ相談をしては。 

○市に総合窓口を設け，状況をまとめて対策を。 

○空き家の苦情をしっかり受けてほしい。 
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○法律を改正して，強制的に解体を。 

○市の調べが足りない。 

○資料が足りない。時間が足りない。 

○委員会を作って進めるべき。 

○ＰＤＣＡをしっかりしていきたい。 

○廃屋撲滅作戦をやっていきたい。 

○不動産会社等のプロを入れてはどうか。 

その他 

○ワークショップで意見を出したものを，我々がまた検討できる機会はない

のか。 

○ワークショップに分かれて結構充実した議論ができたので，こういう機会

をまた設けてほしい。 

（事務局）このような課題検討の機会を今後も地区集会に設けていくことは

考えられます。ただ，テーマにもより，例えばボランティアセンター

充実のテーマには終わりがありませんが，廃屋については今日初めて

この場で議論がされ，どうやって議論していくのかも含めて意見交換

ができたところです。自治町内会としてどう取り組んでいくかについ

ては，自治連の中でも課題として出ていますが，具体的な方向の議論

までは至っていません。各団体の課題としてはなかなか難しいことか

ら協議会として課題の提起をしましたが，一部の人で済む話ではなく，

どのように議論していくのか決める必要があります。今日１つの投げ

かけがあり，この形で議論しようというご意見もいただきました。今

後，方向性，議論の形ができていく中で，廃屋の状況を把握しようと

いうときには，自治会町内会の協力なしにはできませんので，ご相談

をしながらどういう取り扱いにするのか決めていく必要があります。 

 

アンケート結果   ※回答者２３人／参加者３３人（回収率７０%) 

問１ 年代・自治町内会について 

 

 問２ 報告「まちづくり・Now」について 
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○映像・ナレーションとも，とてもわかりやすかった。 

○BGMの音量が大きすぎ，ナレーションが聞き取りにくかった。 

○協議会の活動が簡潔にわかりやすく紹介されていて良かった。 

○新たに認識したこともあった。 

○このまちが暮らしやすく居心地良くなるように声を上げて行動したい。 

○電柱の地中化を細い道路から実施して欲しい。 

   ○みどりの広場２２２号は，家族の利用が多く見られ嬉しい。子ども達

の動きを見守っていきたい。 

問３ ワークショップについて 

B．交流スペース①子育て 

○もう少し時間があった方がよい。（言い放しで終わった。時間不足） 

B．交流スペース②おとな 

   ○交通問題や地域的な問題など様々な意見が出て，時間いっぱい話し合

われた。 

○日頃思っている事項を話すことができた。 

○おとなの居場所を充実させ，拡げたい。 

   ○子育て中にボラセンを利用した方が，今度はボランティアとして参加

していただき，地域のことを考える若い世代のボランティアが増える

と良い。 

   ○ボランティアセンターの新設も良いが，予算上からも市民の家を有効

活用した方が良い。 

C．空き家・廃屋 

   ○個別案件の話が多かったので，こういう場で討議するのではなく，個

別にまたは自治会として市の窓口へ相談をしてはどうか。 

   ○市に空き家・廃屋対策の総合窓口を設けて，市が状況をまとめ対策を

たててもらいたい。 

○空き家の苦情をしっかり受けてほしい。 

○法律を改正して，強制的に解体を進めてほしい。 

○市の事前の調べが足りなかった。 

○資料が足りなかった。 

○時間が足りなかった。 

○委員会を作って進めるべきだ。 

○ＰＤＣＡをしっかりしていきたい。 

○廃屋撲滅作戦をやっていきたい。 

○不動産会社や住宅会社などのプロを入れてはどうか。 

問４ 集会の進め方について 
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○全員の声が出る様に廻して下さり，色々意見が出た。 

   ○テーマごとにわかれての話し合いは良かった。個々の意見が出しやす

かった。 

   ○意見交換出来，有意義でした。特に全員に意見を述べさせたのは良か

った。 

○提案しても答えが出ないことが多かった。意見は多く出された。 

○今までにない会議のあり方で良かった。 

○手短であったが，わかりやすかった。 

   ○どのようなワークショップにしていくのか，テーマごとの底が見えて

いなかった。 

   ○もう少し意見を受け入れる雰囲気・聞く姿勢を参加者同士・市側にも

持ってほしかった。 

   ○主催者や市側への要望，（廃屋）所有者への依頼も突っかかっていく姿

勢では頑なになるだけ。 

○収拾つかなくなると，進行の方が気の毒だった。 

   ○時間配分を事前に決め，協力し合わないと，まとめ役が本当に大変そ

うだった。 

○時間が短かった。 

○参加者が増えたことによる時間不足が残念。 

   ○初めての取り組みで足りない点もあったが，必要なことなので今後も

続けてほしい。 

   ○このようなワークショップが開かれたのは良いが，時間の使い方の検

討を。閉会時間は守ってほしい。 

問５ その他，日頃感じている地域の課題などについて 

   ○高齢者が，近くで買い物ができやすい場所を（身近な商店街で日用品

や食材等を買い揃えられ，雨でも買い物ができるアーケードもある） 

○廃屋問題は大事なことだ。 

   ○空き家・廃屋で損害を与えないように，ブロック塀など修理・補修し

てほしい。 

   ○狭い道に自動車が多く，いつもハラハラするような交通事情。 

○交通渋滞。 

   ○観光客のマナーの悪さ。 

   ○海辺の景観が今ひとつ。 

   ○子育てについての声が，地域の他の方や市に届いていないこと。 

   ○ファミリーサポートのまかせて会員の研修について，日程の分割やレ

ポートの提出等で敷居を低くしてほしい。 
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   ○すくのびカードについて，あまり使えていないので，他のものに変え

てほしい。 

   ○有効活用の点から，市民の家にボランティアセンターを週１回でも開

設できないか。 

   ○父親の休日がウィークデーになる傾向があるので，子育て交流スペー

スを土日祝日も利用したい。 

   ○公民館まで遠いため，いろいろな集まりに参加しにくい。 

   ○市民センターの喫煙所の場所を変更してほしい。 

総 括 

   このたびの第 2回地区集会を開催するにあたり，前回の地区集会の総括・

反省点を踏まえ，単独のチラシによる全戸配付の開催案内，関心を呼び起

こすテーマ設定等の工夫を取り入れて，参加者全員が発言できることを目

標に実施方法や内容についての検討を重ねてきました。 

   そして，協議会の活動報告時間は極力短縮して，生み出した時間を利用

してテーマ別ワークショップ形式による意見交換企画を導入することとな

り，テーマも地域住民が関心を持つであろう３つの地域課題を選択し実施

したものです。 

   その結果，地域住民 50人の参加を得，多くの意見が寄せられ，期待どお

りの成果となり，ワークショップ形式による意見交換は，誰もが意見を出

すことができる雰囲気づくりや企画が可能であることから，市民参加とし

て有効な手法のひとつと認識でき，今後もこの手法を活用していきたいと

評価しています。 

   ただし，参加者からは時間が足りなかったという意見も多く，集会全体

の時間を拡大していくか，進行スケジュールの見直しやタイムキーパーの

設置などの検討の余地が残されています。 

   今後，テーマごとに寄せられた意見を踏まえ，協議会で引き続き検討し

た地域課題の経過や結果について，報告する場面を設定していくことも求

められていることもあり，次回の第 3 回地区集会を目処に，手法も含め検

討し企画へ反映していきたいと考えています。 

 

<<平成 26年度第 3回>> 

日 時  2015年２月 28日(土)13:00～15:47（167分間） 

会 場  片瀬市民センター 2階ホール，他 

参加者  67人（市民 30人，オブザーバー８人，委員 21人，事務局８人） 

内 容 
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第１部 テーマ別ワークショップ 

－１ 開会（13:00） 司会 徳江副会長 

－２ 会長挨拶 

－３ 全体説明 ワークショップの進め方について（説明 司会） 

－４ ワークショップ（13:15） 

    ○テーマＡ ポイ捨てなくそう！きれいなまちに作戦会議 

     ～みんなの知恵とチカラから（会場 第１談話室） 

     参加者 24人(市民 13人，オブザーバー２人，委員７人，事務局２人） 

     進行役 三觜委員 

    ○テーマＢ 片瀬公民館の「いいね」！作戦会議 

     ～参加してみたい講座・事業を企画しよう（会場 第２談話室） 

     参加者 14人（市民３人，オブザーバー２人，委員７人，事務局２人） 

     進行役 鶴見副会長 

    ○テーマＣ まちの空き家・廃屋対策！作戦会議 (会場 第 3談話室) 

     ～「対策集をつくろう！」地域の連携でできること 

     参加者 26人(市民 13人，オブザーバー４人，委員７人，事務局２人） 

     進行役 岡田委員 

－５ 情報共有タイム（会場 ホール）（14:30） 

第２部 協議会活動報告と今後の活動計画（14:40） 

－１ まちづくり事業・地域課題の取り組み状況及び今後の展開 

                  （説明 犬山副会長） 

－２ 意見交換 

－３ 閉会 

意見の概要 

第１部 まちづくり通信第 14号の記事を参照。 

第２部 

○タバコのポイ捨て問題はだんだん改善の兆候はきているが，東京五輪も開

催されますし，観光地だから逆に推進してほしい。 

（協議会）ご意見ありがとうございます。ワークショップでも，路上喫煙禁

止区域を観光地である片瀬にも設定できないか，でも私たちが袋を持

って散歩しながら気をつければ，きれいになるのではないかという意

見がありました。 

○川崎で 13 歳の子どもが惨殺される恐ろしい事件があり，学校・地域・家

庭で防げなかったのかという思いがある。公民館のオープンスペースが，

ルールを守れない中高生で荒らされることもあったようだが，子どもたち

が内面的なことを話せる居場所があるといい。 



平成 26 年度片瀬・江の島まちづくり協議会活動報告書 
 

５．まちづくり地区集会について 

~ 49 ~ 
 

（協議会）以前，まちづくり事業として駅前を夜に掃除をする「お掃除隊」

を発足し，バイクなどで遊び回る子どもたちに対して声かけを行い，

掃除を通して接点を持つことを行いました。そのうち子どもたちも，

自分自身を取り戻し，たむろすることに飽きて解散しました。子ども

たちは成長すると落ち着いてきますので，公民館においても青少年サ

ポーターが週 1回見守り，会話するチャンスを作っています。地域の

方々にも一緒に見守っていただければと思います。 

（事務局）川崎の件は，子どもたちだけが報道されており，親とか市や大人

たちが出てこないという点に違和感があります。気になる課題ではあ

りますので，意見交換をしていければと思います。 

○昨日，児童クラブの近くで児童が追いかけられたという話を聞いたが，そ

ういう情報を片瀬全体に即座に知らせる方法はないか。特定の人だけが情

報を知っているのではなく，町全体で認識できるべき。 

（事務局）不審者情報は，警察から地域に発表していい情報として確認をと

った上で発表することにしています。そうしないと様々な情報が出て

どの情報が正しいかわからなくなりますので，学校から流す情報，警

察から流す情報を確認した上で流しています。時間がかかることもあ

りますが，それを含め，学校や警察と相談しながら，地域に一番早く

流せるのは市民センターですので，防犯部長にお願いすることもある

とは思いますが，参考にさせていただきます。 

アンケート結果   ※回答者１５人／参加者３０人（回収率５０%) 

問１ 年代・自治町内会について 

 

 問２ ワークショップについて 

 テーマＡ．（ポイ捨て） 

○多くの意見が出て良かった 

テーマＢ．（公民館） 

○ワークショップは参加者の意見を出しやすい企画だと思う。まち協以外の

参加者がほとんどいないので面白い意見は出にくいと感じたが，それでも

今後に生かせるヒントは幾つか出たと思う 
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テーマＣ．（空き家・廃屋） 

○具体的な仕組み作りに進むべし。 

問３ ワークショップでとりあげたいテーマについて 

○地域の福祉 

○郷土文化の活性化 

○郷土文化の活性化の為に，年よりも元気になれる 

○観光客の流れを通り町片瀬-片瀬山に。空き家の利活用とリンクさせたい。 

○10代の子どもたちと交流（居場所） 

問４ 第２部について 

○とても多方面に活動していることわかりました 

○報告はポイントを押さえて簡潔な表現にしてほしい。言葉が多すぎ，頭に

も心にも入っていきにくいようです。資料を読めば済むことも多いと感じ

てしまいました。 

○もう少しスピーディーに。 

○今まで知らなかった活動内容を知ることが出来ました。 

○フィールドに出て活動したら良いと思う 

○参考になりました 

○参加者が少なく残念です。どうしたら参加者が増えるのでしょうか？皆さ

ん満足されているから参加者が少ないのならばいいのですが。 

問５ その他，日頃感じている地域の課題などについて 

○皆様の日頃の話し合い，会議の内容が充実しているのに感謝し，よりよい

片瀬地区の発展を望みます 

○何をやっても資金が必要となる。日本一高い市役所役員の給与を下げると

か，立派な市庁舎を作るばかりで市民のための資金が回って来ない。自転

車預かりは有料など（大船は 2 時間無料も），税金は市民のために使って

ほしい。 

○戸別収集になってメリットは多いのかわかりませんが，デメリットは町全

体が大きなゴミ箱という感じです 

○初めてまちづくり協議会に参加をさせていただきました。皆様方の熱意に

感心しました。関係各皆々様ごくろうさまでした 

総 括 

   このたびの第 3 回地区集会を開催するにあたり，前回の地区集会の反省

点を踏まえ，チラシの全戸配付に加えて直前の回覧による開催案内，ワー

クショップのテーマ設定や小グループへの班分けなどの工夫を取り入れて，

参加者全員が気軽に発言できることを目標に，実施方法や内容についての

検討を重ねてきました。 
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   その中で，ワークショップに係る時間を増やしていく意向はあったもの

の，この第 3 回地区集会は，今年度の活動総括と来年度に向けた考え方を

報告し，意見交換をしていく節目の場であるため，可能な範囲で時間調整

した結果，今回のプログラムなったものです。 

   地域住民の参加人数が前回よりも減ったことは残念なことですが，一方

では，ワークショップのテーマや進め方の工夫の結果，普段はまちづくり

や地域団体活動に関わったことがないような地域住民にも参加していただ

くことができ，参加者同士が意見を出し合い，自分たちの住むまちの課題

についての解決の方向性を一緒に探っていくという，短くも共有・共感で

きる時間を持てたことで，まちづくりへの参加体験ができたものと考えて

います。このことは，今後，自分ができるものがあったら，考えて行動し

よう，あるいはまちづくり事業や地域団体活動に参加しようというきっか

けづくりになったものと評価しております。 

   従来，地区集会が市民対行政という構図のもとに，一方向的な要求要望

をしていく場のイメージが蓄積されてきた感が拭えない中，今年度のよう

に企画の工夫により，実は市民参加の新たな機会づくりの場となりえる可

能性・重要性があることをしっかりと認識し，ワークショップなどの会議

参加手法を今後も研究・活用するとともに，さらに魅力のある地区集会と

なるよう，今後も実施方法やテーマ等企画の充実を継続して検討していく

必要があると考えています。 

 

<<地区集会の今後の方向性について>> 

（平成 26年度第３回地区集会閉会時の会長総括から） 

今年度の地区集会は，毎回が，自分たちのまちをどのようにしていったら

良いのか，何が課題で何をこれからみんなでやっていこうかというような時

間でした。ワークショップでは，それぞれのテーマに基づき，十分とは言え

なかったかもしれませんが，課題の投げかけ，お互い考えた時間でした。 

そして，協議会の取り組みもご報告をさせていただきましたが，まだまだ

十分な活動ではありません。４年，５年経っても様々な課題がどんどん出て

きて，今まさに，まちづくりの入口にたっている状況という感です。 

ワークショップについては，毎回，限られた時間の中でそれぞれのテーマ

に基づいて自分の行きたいテーマのところに参加して，時間をフルに使って

意見交換をしていただきましたが，実は，他のテーマのワークショップにも

行きたかったという人もおるのではないでしょうか。このテーマにも参加を

して言いたい，というような機会をどうやったらつくれるのか。 
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これから，さらにまちづくりを進めていく上では，今日のような忌憚のな

い意見交換会はとても重要ではなかろうかと感じています。そういう面で，

今後まちづくり協議会の進め方の一つの課題を預かった感じがします。 

では，どのような方法があるか考えていきますが，例えば３つテーマがあ

るならば，それぞれワークショップを違う日にちに設定したらどうだろうか。

あるワークショップは夜に開催してみるとか。そうすると色々なところに参

加できますし，発言もできると思います。みなさんと相談しながらわれわれ

協議会でも検討していきたいと思います。 

いずれに致しましても片瀬のまちは片瀬のわれわれで作っていくのだ，と

いう気概においてこれからも進めて参りたいと思っておりますので，どうか

皆さん方，いろいろな面でお力添えと，そしてお知恵を拝借したいと思いま

す。これからもご協力，ご指導をよろしくお願い申し上げます。 

 

                          以 上 
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まちづくり・Now!（ムービーメーカーで作成し動画で紹介） 
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ワークショップ テーマ B配付資料 
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ワークショップ テーマ C配付資料 
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藤沢市郷土づくり推進会議設置要綱 

 

(目的及び設置) 

第１条 市民，地域団体（地縁団体，市民活動団体，特定非営利活動法人等を

いう。以下同じ。）等の市民参画により，地域の特性を活かした郷土愛あふ

れるまちづくりを推進するため，市民センター又は公民館の管轄する区域（以

下「地区」という。）ごとに，藤沢市郷土づくり推進会議（以下「推進会議」

という。）を設置する。 

(名称) 

第２条 各地区の推進会議の名称は，郷土づくり推進会議に各地区の名称を冠

したものとする。 

２ 地区ごとに推進会議の通称を付けることができるものとし，各地区の推進

会議の決定に基づき市長が別に定める。 

(所掌事務) 

第３条 推進会議は，次に掲げる事項を処理する。 

(1) 市民，地域団体等の地域の意見を集約しながら地域の課題を把握し，課題

解決に向けた方向性を検討すること。 

(2) 前号による検討の結果に基づき，市長に対し提案を行うとともに，必要な

意見若しくは要望を提出し，又は施策の提言を行うこと。 

(3) 第１号による検討の結果に基づき，地域の特性を活かした事業を企画及び

実施すること。 

(4) 前３号に掲げるもののほか，第１条の目的を達成するため，市長又は推進

会議が必要があると認める事項 

(組織) 

第４条 推進会議は，３０人以内の委員で組織する。 

２ 前項の規定にかかわらず，市長は，推進会議が必要があると認めるときは，

同項に定める人数を超えた人数の委員で推進会議を組織することができる。 

(委員) 

第５条 委員は，次に掲げる者に該当する者のうちから，市長が選出し，委嘱

する。 

 (1) 当該推進会議が設置された地区内に居住する者（この市の常勤の職員又

は議員である者を除く。）で，各地区の委員選考委員会が選考した者 

(2) 当該推進会議が設置された地区内において活動する地域団体から推薦さ

れた者 

２ 前項各号の者のうちから市長が選出する委員の人数は，各地区の推進会議

の決定に基づき市長が別に定める。 
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３ 委員は，無報酬とする。 

(委員の任期) 

第６条 委員の任期は，２年とする。ただし，補欠の委員の任期は，前任者の

残任期間とする。 

２ 委員は，再任されることができる。 

３ 市長は，推進会議が必要があると認めるときは，前項の規定により再任さ

れることができる回数を別に定めることができる。 

(役員等) 

第７条 推進会議に議長１人のほか，副議長若干人及びその他の役員若干人を

置き，委員の互選によりこれを定める。 

２ 副議長及びその他の役員の人数は，各地区の推進会議の決定に基づき市長

が別に定める。 

３ 議長及び副議長の任期は，当該委員の任期内において，各地区の推進会議

で定めることができる。 

４ 議長は，会務を総理し，推進会議を代表する。 

５ 副議長は，議長を補佐し，議長に事故あるとき，又は議長が欠けたときは，

その職務を代理する。この場合において，副議長が２人以上存するときは，

あらかじめ副議長のうちから議長が指名する者が職務を代理する。 

(会議) 

第８条 推進会議は，議長が招集する。 

２ 推進会議は，委員の過半数が出席しなければ，会議を開き，議決をするこ

とができない。 

３ 推進会議の議事は，出席した委員の過半数をもって決し，可否同数のとき

は，議長の決するところによる。 

４ 議長は，会議の運営上必要があると認めるときは，委員以外の者を会議に

出席させ，説明又は助言，資料の提出及びその他の協力を求めることができ

る。 

(会議の公開) 

第９条 推進会議は，その会議を公開するものとする。ただし，次の各号のい

ずれかに該当する場合は，この限りでない。 

 (1) 会議の内容が市長が別に定める非公開情報に係るものである場合 

 (2) 会議を公開することにより，当該会議の適正な運営に著しい支障が生ず

ると認められる場合 

(議事録の作成) 

第１０条 推進会議は，会議を開催したときは，次の事項を記載した議事録を

作成するものとする。ただし，軽易なものについては，この限りでない。 
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 (1) 会議を開催した日時及び場所 

 (2) 委員の現在数及び出席した委員の数 

 (3) 開催目的，審議事項及び議決事項 

 (4) 議事の経過の概要及びその結果 

(部会) 

第１１条 推進会議には，必要に応じて部会を置くことができる。 

２ 部会は，委員及び推進会議に協力する者等で構成する。 

（市長の責務） 

第１２条 市長は，第１条に掲げる目的を達成するため，推進会議に対し，次

の各号に掲げる支援その他の必要な措置を講じるものとする。 

(1) 市長は，推進会議が第３条各号に規定する所掌事務を行うにあたり，推進

会議が市民，地域団体等と十分な連携及び協働並びに調整が図られるよう積

極的に努めなければならない。 

(2) 市長は，推進会議から第３条第２号の規定による提案，意見若しくは要望

の提出又は施策の提言があったときは，十分な検討を行い，必要に応じて市

の施策に反映するものとする。 

(3) 市長は，推進会議による第３条第３号の事業の企画及び実施に要する経費

の予算化に努めるものとする。 

(4) 市長は，推進会議に対し，必要な情報の提供を行うものとする。 

(事務局) 

第１３条 推進会議の事務を処理するため，推進会議に事務局を置く。 

２ 事務局は，当該推進会議が設置された地区を管轄する市民センター又は公

民館とする。 

３ 事務局は，第３条各号に規定する推進会議の所掌事務について，委員と連

携し，協働して取り組まなければならない。 

(委任) 

第１４条 この要綱に定めるもののほか，推進会議に関し必要な事項は，各地

区の推進会議の決定に基づき市長が地区ごとに要領で定める。 

附 則 

１ この要綱は，平成２５年４月１日から施行する。 

２ この要綱の規定により最初に委嘱される委員は，第５条第１項の規定にか

かわらず，この要綱の施行の前日において現にこの市の市長の認定を受けて

いる地域経営会議委員のうちから市長が委嘱する。 

３ 前項の規定により委嘱される委員の任期は，第６条第１項本文の規定にか

かわらず，委嘱の日から平成２６年３月３１日までとする。 
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片瀬地区郷土づくり推進会議運営要領 

 

(趣旨) 

第１条 この要領は，藤沢市郷土づくり推進会議設置要綱（平成２５年４月１

日施行，以下「要綱」という。）の規定により設置された片瀬地区郷土づく

り推進会議（以下「推進会議」という。）の運営について必要な事項を定め

るものとする。 

(通称) 

第２条 推進会議の通称は，「片瀬・江の島まちづくり協議会」とする。 

(意見の集約) 

第３条 推進会議は，要綱第３条第１号の意見の集約を行う場合には，次の各

号に掲げるいずれかの方法により行うものとする。 

 (1) 地区全体集会 

 (2) アンケート 

 (3) 前２号に掲げる方法のほか，片瀬地区の実情に即し，推進会議が適当で

あると認める方法 

(組織) 

第４条 推進会議は，次に掲げる区分に応じた委員で組織する。 

 (1) 片瀬地区内に居住する者（この市の常勤の職員又は議員である者を除

く。）で，第１２条の選考委員会が選考した者 

 (2) 片瀬地区内において活動する別表に掲げる地域団体等から推薦された者 

(委員の任期) 

第５条 前条第１号により選考された者については，要綱第６条第３項の規定

により再任されることのできる回数を１回に限る。ただし、要綱附則第２項

の規定により地域経営会議委員のうちから市長が委嘱した委員については，

委嘱の日から平成２６年３月３１日までについては任期に含めないものとす

る。 

(役員等) 

第６条 推進会議に会長１人のほか，副会長若干人（以下「役員等」という。）

を置き，委員の互選によりこれを定める。 

２ 会長は，会務を総理し，推進会議を代表する。 

３ 副会長は，会長を補佐し，会長に事故あるとき，又は会長が欠けたときは，

あらかじめ副会長のうちから会長が指名する者がその職務を代理する。 

 (会議) 

第７条 推進会議は，次の各号に掲げる会議を開催する。 

(1) 会長が委員を招集して全体会を開催し、推進会議の全体活動に関する会議
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を行う。 

(2) 会長が役員等を招集して役員会を開催し、推進会議の運営に関する会議を

行う。 

(3) 部会長が部会構成員を招集して部会を開催し、部会の活動に関する会議を

行う。 

 (会議の公開) 

第８条 会議の公開及び傍聴等に関して必要な事項は，推進会議の決定に基づ

き市長が別に定める。 

(議事録の作成) 

第９条 議事録は，推進会議の決定に基づき市長が別に定める期間公表するも

のとする。 

(部会等) 

第１０条 推進会議に次の部会を置き，委員及び推進会議に協力する者等のう

ちから推進会議が選任する者（以下「部会構成員」という。）で構成する。 

  (1) 人材・情報バンクセンター運営委員会 

  (2) 地域福祉推進部会 

  (3) 青少年健全育成部会 

  (4) 公民館活用部会 

 (5) まちづくり推進部会 

  (6) 郷土文化推進部会 

(7) 地域広報部会 

２ 部会に部会長１人のほか，副部会長を若干人置く。 

３ 部会長は部会構成員のうち，委員の互選によりこれを定め，副部会長は部

会長が指名する。 

４ 部会長は，部会会務を総理し，部会を代表する。 

５ 副部会長は，部会長を補佐し，部会長に事故あるとき，又は部会長が欠け

たときは，その職務を代理する。 

６ 部会長は，部会の運営上必要があると認めるときは，部会の構成員以外の

者を会議に出席させ，説明又は助言，資料の提出及びその他の協力を求める

ことができる。 

(事務局) 

第１１条 推進会議の事務局は，片瀬市民センターとする。 

(委員選考委員会) 

第１２条 市長は，現に委員である者の任期が満了する３月前までに，会長並

びに委員及び委員以外の者のうちから推進会議が選任する者によって構成す

る委員選考委員会（以下「選考委員会」という。）を設置しなければならな
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い。 

２ 前項に定めるもののほか，選考委員会，委員の募集及び選考に関して必要

な事項は，推進会議の決定に基づき市長が別に定める。 

(委任) 

第１３条 この要領に定めるもののほか，推進会議の運営に関し必要な事項は，

推進会議の決定に基づき市長が別に定める。 

附 則 

 この要領は，平成２５年４月１日から施行する。 

附 則 

 この要領は，平成２６年４月１日から施行する。 

 

 

別表（第４条関係） 

番号 地 域 団 体 等 の 名 称 

１ 片瀬公民館評議員会 

２ 片瀬公民館サークル連絡会 

３ 片瀬市民スポーツの会 

４ 片瀬地区交通安全対策協議会 

５ 片瀬地区子ども会連絡会 

６ 片瀬地区社会福祉協議会 

７ 片瀬地区自主防災協議会 

８ 片瀬地区自治町内会連絡協議会 

９ 片瀬地区生活環境協議会 

１０ 片瀬地区青少年育成協力会 

１１ 片瀬地区青少年支援フォーラム 

１２ 片瀬地区民生委員児童委員協議会 

１３ 片瀬地区防犯協会 

１４ 片瀬地区老人クラブ連合会 

１５ 江の島振興連絡協議会 

１６ 片瀬地区商店会 
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片瀬地区郷土づくり推進会議全体会傍聴要領 

（目的） 

第１条  この要領は，片瀬地区郷土づくり推進会議運営要領（平成２５年４月

１日施行）の規定により片瀬地区郷土づくり推進会議（以下「推進会議」と

いう。）が開催する全体会の傍聴に関して必要な事項を定めるものとする。 

（全体会の公開） 

第２条 全体会は，原則公開とする。ただし，推進会議の決定により，全体会

の全部または一部を非公開とすることができる。 

（全体会開催の周知） 

第３条 全体会の開催にあたって推進会議は，全体会の開催日時及び開催場所

等の必要事項を記載した開催案内について，できるだけ速やかに片瀬市民セ

ンターしおさいコーナーに掲示して周知するものとする。 

（傍聴人の定員） 

第４条  傍聴者の定員は，推進会議が会議室の収容人数等を考慮して定めるも

のとする。 

（傍聴手続） 

第５条  傍聴の受付は，全体会の開始３０分前から１５分前までの間に行うも

のとする。 

２ 傍聴を希望する者は，所定の用紙に必要事項を記載して，所定の席に着席

する。 

３ 傍聴を希望する者が定員を超えた場合は，抽選により決定する。 

（傍聴することができない者） 

第６条  次の各号のいずれかに該当するものは，全体会を傍聴することができ

ない。 

 （1）危険物を携帯している者 

 （2）酒気を帯びている者 

 （3）その他，全体会を妨害し，又は人に迷惑を及ぼすと恐れがあると認めら

れる者 
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（傍聴者の守るべき事項） 

第７条  傍聴者は静粛を旨とし，次に掲げる事項を遵守しなければならない。 

 （1）静粛にし，かつ，全体会における言動に対して拍手その他の方法で賛否

を表明しないこと。 

 （2）写真撮影，録画及び録音等は行わないこと。ただし，議長の許可を得た

場合は除く。 

 （3）その他，全体会の秩序を乱し，又は全体会の妨げとなる行為はしてはな

らない。 

（傍聴者の退場） 

第８条  傍聴者は，全体会を非公開とする決定がなされたときは，速やかに退

場しなければならない。 

２ 議長は，傍聴者がこの要領に違反するときはこれを制止し，又はその命令

に従わないときは退場させることができるものとする。 

（傍聴者への配布資料等） 

第９条  傍聴者には，全体会次第，その他議長が必要と認める資料を配布する

ものとする。 

（その他） 

 第１０条  この要領に定めるもののほか，全体会の傍聴に関し必要な事項は，

推進会議の決定に基づき市長が別に定めるものとする。 

付 則 

この要領は，平成２５年４月１日から施行する。 
 


